
【巻頭】地域とともに育つ舳五山茶　～上之郷中学校　舳五山茶園活動～

○みたけのええもん募集中！！（P5）
○平成 29 年度地域づくり活動助成事業の助成団体が決定（P6）
○ふるさとみたけ応援寄附金～あたたかい気持ちをいただき、活用しています～（P8）
○町のＨＯＴ　ＮＥＷＳ（P19） 
○保健センターだより（P29）  ○町長月記（P33） 

◆◇ 今月号の主な内容 ◇◆ 
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地
域
と
と
も
に
育
つ
舳へ

ご五
山や

ま

茶

　
～
上
之
郷
中
学
校 

舳
五
山
茶
園
活
動
～

　

み
な
さ
ん
は
、
舳へ

ご五
山や

ま

茶
と
い
う
お
茶
を

ご
存
知
で
す
か
？
昭
和
30
年
代
か
ら
、
上
之

郷
地
域
で
作
ら
れ
て
い
る
と
て
も
美
味
し
い

お
茶
で
す
。

　

こ
の
お
茶
づ
く
り
を
上
之
郷
中
学
校
で
は

教
育
活
動
に
位
置
付
け
て
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
茶
園
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。

　

特
に
昨
年
度
は
、
こ
の
舳
五
山
茶
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
大
学
と
の
連
携
に

よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
※
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
も
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

※�

今
あ
る
も
の
を
さ
ら
に
磨
き
、
魅
力
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と

◆
舳
五
山
茶
の
始
ま
り

　

い
ま
か
ら
お
よ
そ
60
年
前
の
昭
和
30
年
、

上
之
郷
中
学
校
第
四
代
目
の
曽そ

ね根
豊と

よ
ぞ
う蔵

校
長

が
、「
上
之
郷
中
学
校
の
生
徒
に
、
整
っ
た

学
習
環
境
の
な
か
で
学
ば
せ
た
い
」
と
考
え

ら
れ
、
当
時
の
上
之
郷
村
の
村
有
地
を
借
り

て
開か
い
こ
ん墾
し
、
茶
の
木
の
栽
培
を
始
め
た
の
が

舳
五
山
茶
の
始
ま
り
で
す
。

　

当
時
の
上
之
郷
中
学
校
に
は
農
業
の
時
間

が
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
開
墾
、
植
樹
、
除
草

な
ど
と
作
業
の
内
容
を
変
え
な
が
ら
茶
園
で

の
体
験
活
動
を
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

◆
舳
五
山
茶
が
つ
な
ぐ
縁

　

今
で
は
、
地
域
住
民
に
よ
る
舳
五
山
茶
園

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
製
茶
を
続
け
て
い

ま
す
。
し
か
し
生
徒
た
ち
は
、
上
之
郷
中
学

校
の
伝
統
と
し
て
、
舳
五
山
茶
園
委
員
会
や

地
域
指
導
者
の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
受
け
な

が
ら
お
茶
づ
く
り
の
体
験
学
習
活
動
や
除
草

な
ど
の
茶
園
の
管
理
作
業
な
ど
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
飲
む
も
の
だ
か
ら
と
栽
培

に
農
薬
は
使
用
せ
ず
、
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
人
の
協
力
を
得
つ
つ
除
草
な
ど
を
丁
寧
に

お
こ
な
い
な
が
ら
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

▲ �地元の茶園委員会のみなさんに手ほどきを受
けながら作業をしていきます
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除草作業
写真①

雑草がお茶に混じると味が落ちます。
全校生徒で茶園に行き、雑草を抜いたり、
笹をていねいに取り除きます。

茶摘み
写真②

茶園指導者のみなさんに指導を受けて、
お茶を「一芯三葉」で摘んでいきます。
小学生や地域のみなさんも活動に参加し
ています。

茶
揉
み

蒸し
写真③

収穫した茶葉をシートに広げます。適量
をボールに入れ、家庭科室に運び、茶色
い葉や固い茎を取り除いた後、布に包ん
で茶葉を蒸します。

揉
も

み
写真④

蒸した茶葉は筵
むしろ

に運びます。そして、蒸
した茶葉を包むように茶葉を楕円を描く
ように転がして揉んでいきます。

乾燥
写真⑤

揉んだ茶葉は、多目的室に運びます。
ホットカーペット上で 2昼夜連続して乾
燥をさせます。

焙
ほいろ

炉
写真⑥

乾燥した茶葉を温度に気をつけながら焙
炉します。とても香ばしい香りが校内に
広がります。

茶話会
写真⑦

できたての茶葉で茶話会をします。菓子
や漬け物を食べながら新茶を飲むと、体
験指導者の方々との話もはずみます。

舳五山茶ができるまで（体験学習活動）
　

と
っ
て
も
手
間
を
か
け
て

美
味
し
い
お
茶
が
出
来
上
が
っ
て

　

い
く
ん
だ
ね
！

①

②

③

⑤

④

⑥

⑦

　

ま
た
、
舳
五
山
会
、
上
之
郷
地
区
内
各
自

治
会
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
御
嵩
町
観
光
協
会

や
商
工
会
な
ど
の
諸
団
体
の
支
援
を
受
け
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
活
動
も
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
上
之
郷
中
学
校
の
生
徒
は
、

３
年
間
の
舳
五
山
茶
園
活
動
を
通
し
て
、
地

域
に
生
き
る
一
員
と
し
て
ふ
る
さ
と
上
之
郷

地
区
の
特
色
や
伝
統
を
学
ん
で
い
ま
す
。　

◆
生
徒
の
舳
五
山
茶
へ
の
思
い

　

山や
ま
ぐ
ち口

紗さ

な南
さ
ん
・
２
年
生

　

毎
年
恒
例
の
行
事
で
す
が
、
こ
れ
が
で
き

る
の
も
上
之
郷
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
と
協
力
し
て
作
っ

て
い
る
行
事
な
の
で
、
そ
れ
が
で
き
る
「
ふ

る
さ
と
上
之
郷
」
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

お
茶
を
飲
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

澤さ
わ
の野

洋よ
う
せ
い誓

さ
ん
・
２
年
生

　

茶
話
会
で
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
僕

た
ち
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で
あ

る
「
上
之
郷
」
に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
こ
で

過
ご
し
て
き
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た

り
し
て
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
地
域
の
み
な

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
表
せ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

◆
舳
五
山
茶
を
愛
す
る
人
々

　

基
本
的
に
は
地
域
内
（
上
之
郷
地
区
や
御

嵩
町
内
）
の
み
な
さ
ん
に
飲
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
め
ざ
し
て
お
り
、
上
之
郷
地
区
の
各

自
治
会
か
ら
注
文
し
て
い
た
だ
く
の
が
最
も

多
い
で
す
。

　

他
に
は
、
教
育
関
係
者
や
、
中
学
校
の
保

護
者
の
み
な
さ
ん
、
地
域
の
団
体
等
か
ら
も

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
の
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
の
返

礼
品
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
口
コ
ミ
や
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
影
響
で
遠
方
か
ら

の
受
注
も
増
え
始
め
て
い
ま
す
。
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っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
交
流
が
実
り
、
新
た
な
パ
ッ
ケ
ー

ジ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
学
側
に
伝
え
て
誕
生
し

た
の
が
、
今
回
の
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
。

　

今
年
摘
み
取
っ
た
お
茶
か
ら
使
用
さ
れ
る

新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
生
徒
の
み
ず
み
ず
し
い

若
さ
と
新
茶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
若
草
色
に
変

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
目
で
お
茶
の
種
類

が
わ
か
る
シ
ー
ル
も
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
年
５
月
の
新
茶
の
摘
み
取
り
に
は
、
名

古
屋
芸
術
大
学
の
大
学
生
も
加
わ
り
、
茶
摘

み
作
業
を
上
之
郷
中
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に

お
こ
な
い
ま
し
た
。
名
古
屋
芸
術
大
学
の
大

学
生
に
は
、
生
産
工
程
に
加
わ
っ
た
こ
と
で

舳
五
山
茶
に
対
す
る
思
い
を
一
層
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⦿�
名
古
屋
芸
術
大
学
の
大
学
生
の
感
想

◎�

「
茶
摘
み
や
茶
も
み
の
体
験
を
す
る
の
が

初
め
て
で
、
思
っ
た
よ
り
大
変
だ
っ
た
。

お
茶
に
対
す
る
認
識
が
変
わ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
大
事
に
飲
み
た
い
な
と
思
う
」

◎�

「
お
茶
が
で
き
る
工
程
は
知
識
で
は
知
っ

て
い
た
が
、
手
作
業
で
お
茶
を
作
る
と
い

う
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
丁
寧
な
作
業

■
問
い
合
わ
せ
：

　

上
之
郷
中
学
校　

☎
６
７
‐
０
４
３
１

　

企
画
課
企
画
調
整
係　

担
当
：
丹に

わ羽

　
（
内
線 

２
２
２
７
）

▲ �新パッケージと大学生が作成した　　
パンフレット

◆�

産
官
学
の
連
携
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
‼

　

昨
年
度
か
ら
、
こ
の
舳
五
山
茶
の
魅
力
を

さ
ら
に
高
め
て
い
こ
う
と
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

舳
五
山
茶
の
魅
力
を
磨
き
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め

る
た
め
、
昨
年
度
国
か
ら
の
交
付
金
（
地
方

創
生
加
速
化
交
付
金
）
を
活
用
し
て
町
が
名

古
屋
芸
術
大
学
の
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
先
生
や

大
学
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

舳
五
山
茶
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
、
上
之
郷
中
学
校
の
生
徒
と
実

際
に
お
茶
を
味
わ
っ
て
、
色
や
香
り
を
確
か

め
、
お
茶
の
イ
メ
ー
ジ
や
魅
力
に
つ
い
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
一
緒
に
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

大
学
生
た
ち
は
、
舳
五
山
茶
を
愛
す
る
地

域
の
人
た
ち
に
取
材
を
し
、
そ
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
、

移
動
屋
台
（
試
飲
＆
販
売
）
の
製
作
、
中
山

道
往
来
～
な
か
せ
ん
ど
う 

う
ぉ
ー
く
～
で

の
中
学
生
と
共
同
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

な
ど
、
こ
の
一
年
間
積
極
的
に
関
わ
り
を
も

特撰茶 一番茶 かりがね茶 粉茶

柔らかい上質の
茶葉を特別に選
んで使用した最
高級のお茶

香り豊かなお
茶。これが舳
五山茶を代表
するお茶

いわゆる「く
き茶」
深みのある味
わいのお茶

渋みを好まれ
る方、調理用
途等にぴった
りのお茶

舳五山茶の種類 　
舳
五
山
茶
販
売
所

・
上
之
郷
中
学
校

・
御
嶽
宿
わ
い
わ
い
館　

茶
房
棟

　
　
　
　
　
　
　
　
（
特
撰
茶
・
一
番
茶
）

・
と
れ
っ
た
広
場　

可
児
店
（
一
番
茶
）

・
道
の
駅　

可
児
ッ
テ
（
一
番
茶
）

・
道
の
駅　

志
野
・
織
部
（
一
番
茶
）

に
感
動
し
た
。
貴
重
な
体
験
に
自
分
が
参

加
で
き
て
大
変
う
れ
し
い
」

◎�

「
こ
の
一
年
、
御
嵩
町
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
と
し
て
新
パ

ッ
ケ
ー
ジ
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験

に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
の
デ
ザ
イ
ン
で
地

域
に
貢
献
で
き
た
の
な
ら
う
れ
し
い
。
今

後
も
な
ん
ら
か
の
形
で
連
携
を
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
と
思
う
」

◆
伝
統
を
繋
げ
て
い
く

　

60
年
の
歴
史
を
も
つ
舳
五
山
茶
の
新
パ
ッ

ケ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
、
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー

を
話
し
合
っ
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り

し
た
生
徒
の
う
ち
の
ひ
と
り
、
中
学
２
年
生

の
平
井
も
も
さ
ん
は
、「
お
茶
づ
く
り
は
本

当
に
た
く
さ
ん
の
手
間
が
か
か
っ
て
い
て
、

『
お
茶
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
い
く
』
と
い

う
こ
と
は
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、

茶
話
会
で
み
ん
な
で
飲
ん
だ
お
茶
は
と
て
も

お
い
し
く
て
、
こ
の
ふ
る
さ
と
で
作
っ
た
お

企画課企画調整係（内線 2227）

茶
を
次
の
人
た
ち
に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
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応募の方法
●受 付 期 間：8 月 1日（火）～ 9 月 1日（金）
●�申 請 対 象：食品（菓子類、飲料、麺類、加工食品類、生鮮食品類、酒類、その他の食品類）
●�審 査 会：9 月 11日（月）午後 2時～（防災コミュニティセンター）
●申 請 条 件：審査会への出席と試食の用意
　※応募は、各店舗・団体で 1商品とします。
●�申 請 用 紙：�町ホームページから直接ダウンロードしていた

だくか、4地区公民館、まちづくり課（本庁 2階）でも入手できます。
●申 請 方 法：郵送（9月 1日必着）または、まちづくり課の窓口まで直接お持ちください。

　「みたけのええもん」とは・・・町の特色を表現したもの、こだわりの逸品を「みたけの
ええもん」として認定する制度です。認定後は、町のホームページやパンフレットなどで
紹介したり、町内外のイベントでのＰＲを通して販売促進支援をしていきます。町の歴史
や伝統、自然をコンセプトにしたもの、町内産の原材料を使用した食べ物などみなさんの
こだわりの逸品のご応募をお待ちしています。
　現在の「みたけのええもん」認定品は下記の 16 品目です。

■�問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：堀
ほりえ

江（内線 2228）

▲ 美佐野の中
ちゅう

鉄
てっぽう

砲アイスクリーム
　　　　（可児かまど本店）

▲ みたけ華ずし
　　（みたけ華ずしの会）

▲ ぽっこり緑茶（あゆみ館） ▲ 御嵩道中　焼きおむすび
　　　　　（喫茶ぽっかぽか）

▲ 栗すだれ（御菓子処長春堂）

▲ 舳五山茶やまいもん大福�
　　　(東濃実業高校）

▲ みたけ味噌
　　　（農家生活改善グループ）

募集中！！募集中！！みたけのええもん

▲元祖みたけとんちゃん
　　　（みたけとんちゃん発展会）

▲ みたけからあげ
　　　（みたけとんちゃん発展会）

▲ あずさクランチ
　　　（東濃実業高校）

▲ ごへだ味噌
　　　（農家生活改善グループ）

▲みたけ中山道らーめん
　 　（有限会社可児フーズラボ）

▲ 中山道味物語
　 御嶽宿ええもん御膳（魚邦）

みなさんからの応募
お待ちしています！

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

▲ 美佐野の中
ちゅう

鉄
てっぽう

砲きな粉
　　　　（可児かまど本店）

▲ やまいもん大福�
　　　(東濃実業高校）

▲ 鬼岩梅酒（鬼岩湯元館）
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　町では、主体的に地域づくりをおこなう団体に対して、活動のための資金や施設を
整備する際の費用の一部を助成しています（御嵩町ふるさとふれあい振興基金活用）。
　今年度の助成事業では、活動部門 4団体の助成が決定しました。

　　　　今回は、その団体の活動内容などを紹介します（順不同・敬称略）。

～みなさんも、参加してみませんか～
平成 29 年度地域づくり活動助成事業の助成団体が決定

① 竹炭工房うとう坂　◎活動テーマ：里山コミュニティの活性化
【活動を始めたきっかけ】
　御嵩の里山を大切にしたい、古民家や休耕地を
有効に活用して地域の賑わいをつくっていきたい
という思いで立ち上げました。一人でも多くの人
に御嵩の自然に触れてもらい、日本の原風景であ
る里山と昔ながらの生活の知恵を伝承したいと
思って活動しています。

【活動内容】
　御嵩の里山保全や地域コミュニティの活性化を目的とした活動をして
います。キノコ栽培、農作業、味噌やこんにゃくづくり、炭焼きやしめ
縄づくりなどの体験イベントを開催しており、町内外から多くの参加が
あります。その他、中山道を歩く人へのお休み処や観光情報なども提供
しています。是非お立ち寄りください。
◆ホームページ：http://wa-no-kuni.com
◆ Facebook：http://www.facebook.com/wanokuni.nagoyaka 

◆代表者：安
あんどう

藤俊
しゅんじ

二
◆連絡先：090-1096-6366
◆会員数：16 名
◆会員募集：あり
※1～ 2か月ごとにイベントを開催。
詳しくはお問い合わせください。

　　

② ふしみこども食堂　◎�活動テーマ：�みんなで食べるとおいしいね♪

◆代表者：平
ひ ら い

井 髙
た か こ

子
◆連絡先：090-7304-7676
◆会員数：40 名　
◆会員募集：あり
◆活動場所：伏見公民館
◆開催日時：第 1・3金曜日
　午後 3時～午後 8時

【活動を始めたきっかけ】
　「食」は心と体をつくる大切なものだと思
います。「食」を通して人が笑顔で集うこと
のできる居場所があったらいいなあ。そして、
子どもから大人まで誰もが、お腹だけでなく
心も満腹になる。そんな活動が地域に広がっ
ていけばいいな、という思いで立ち上げました。

【活動内容】
　地域の子どもから大人まで幅広い世代が集まり、一緒にご飯を作ったり、
宿題を教えたりなど異世代交流をしながら活動をしています。地元でとれ
た季節の野菜をたっぷりと使った夕食を一緒に食べませんか？みんなで食
べるご飯は美味しいですよ。
◆�参加費：大人 500円、子ども 100円（参加費はご相談に応じます）
　※要予約。不定期で農業体験会、親子で参加できるイベントなども開催。
◆ Facebook：https://www.facebook.com/fushimi.kodomo.shokudo/

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

 《お知らせ》
 講演会「おせっかいが地域を救う！」
◎子ども食堂の栗林さんと地域の居場所について考えよう

日時：8月 11日（祝・金）午前 10時～午後 3時
場所：伏見公民館 3階大ホール
主催：ふしみこども食堂

 《お知らせ》
 ①流しそうめん＆ BBQ ／ 8 月 27 日（日）
 ②マコモ収穫祭＆窯焼きピザ／ 9 月 23 日（土）
時間：午前 10時～午後 3時
場所：御嵩町謡坂　　主催：竹炭工房うとう坂
参加費：会費 1,000 円＋一品持ち寄り
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助成事業名 団体名 助成率 交付決定額

地域づくり活動助成事業
合計助成金額　965,000 円

① 竹炭工房うとう坂 助成対象経費の 2/3 300,000 円

② ふしみこども食堂 助成対象経費の 2/3 300,000 円

③ みたけ落語会 助成対象経費の 1/2 200,000 円

④ 御嵩町ヘボ愛好会 助成対象経費の 2/3 165,000 円

※交付決定額は、事業内容の変更、事業実績に基づき、減額する場合があります。

■問い合わせ：まちづくり課まちづくり推進係　担当：堀
ほりえ

江（内線 2228）

　　 【活動を始めたきっかけ】
　２年前に、真打落語家を招き「新春みたけ
寄席」を開催しました。多くのみなさんに喜
んでいただいたことをきっかけに、町民が楽
しく集い、本物の落語に触れ、交流できる場
を設けていきたいと思い「みたけ落語会」を
発足しました。

【活動内容】
　日本の伝統文化である落語を、御嵩町内で気軽に楽しんでいただけるよう、
身近な施設を利用し、プロ・アマ落語家を招いて手作りの「みたけ寄席」を
開催しています。笑いは健康の源です。元気で明るい町にしていきたいと思
い活動しています。みなさんのご参加をお待ちしています。

◆代表者：可
か に

児さとみ
◆連絡先：090-4111-7083
◆会員数：12 名　
◆会員募集：あり

③ みたけ落語会　◎�活動テーマ：�落語で明るいまちづくり・人づくり

　　 【活動を始めたきっかけ】
　近隣市町村では、毎年秋にヘボ祭りが開催され
ています。御嵩町でも何とか開催をしたいと立ち
上がりました。平成 27 年の町制 60 周年記念イ
ベントとして初開催したところ、完売するほど大
盛況でした。その際、今後も開催して欲しいとの
声が多くあったため実施することになりました。

【活動内容】
　私たちは、ヘボを山で追いかけています。移巣、営巣の勉強会や仲間
との交流会、巣箱作りの講習会をおこない、メインイベント「秋の里山
ヘボ祭り」に向けて活動しています。地域のみなさんに協力していただ
きながら、民芸品や農作物の販売、「みたけのええもん」のＰＲもしてい
ます。今年のイベントにもぜひ足を運んでみてください。

◆代表者：鍵
かぎやま

山　正
ただし

◆連絡先：090-4083-9995
◆会員数：29 名　
◆会員募集：あり

④ 御嵩町ヘボ愛好会　◎�活動テーマ：ヘボ（地蜂）を通して地域の活性化への貢献

まちづくり課まちづくり推進係（内線 2228）

《お知らせ》
あの春風亭一之輔がやってくる！
◎粋な江戸落語を充分にご堪能ください

日時：9月 30日（土）
開演：午後 5時～ （開場 午後４時 30分～）
場所：御嵩公民館　大ホール
前売り券　1,200 円
主催：みたけ落語会

＜地域づくり活動助成団体と費用＞

 《お知らせ》
 秋の里山ヘボ祭り開催決定！
◎ヘボの巣コンクールや農産物販売などをおこないます

日時：10月 29日（日）
　　　午前 9時～午後 1時
場所：綱木管理棟
主催：御嵩町ヘボ愛好会
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「
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
」（
い
わ

ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」）
と
は
、
自
分
の

ふ
る
さ
と
や
好
き
な
ま
ち
を
応
援
し
た
い
！

と
い
う
あ
た
た
か
い
お
気
持
ち
を
、
寄
附
金

と
い
う
形
で
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

御
嵩
町
で
は
、
昨
年
度
、
県
内
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
４
４
８
人
が
こ
の
制
度
を
利
用
さ

れ
、
１
千
７
５
９
万
９
、１
１
８
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
寄
附
者
の
意
向

を
反
映
し
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

◆
町
内
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
、
住
民
税
と
し

て
納
め
る
額
の
一
部
の
使
い
道
を
、
寄
附
を

し
た
人
が
選
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆�

町
外
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん

　
「
み
た
け
」
出
身
で
、
今
は
町
外
で
ご
活

躍
の
人
、「
み
た
け
」
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
縁

の
あ
る
人
な
ど
、「
み
た
け
」
に
貢
献
、
応

援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
形
に
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　

御
嵩
町
で
は
、
寄
附
金
の
使
い
道
を

 �

①
地
球
温
暖
化
防
止
・
環
境
保
全
事
業

 �

②
高
齢
者
な
ど
の
福
祉
向
上
に
関
す
る
事
業

 �

③
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
健
全
育
成
事
業

 �

④�

文
化
財
（
国
・
県
・
町
指
定
）
の
保
護

や
保
存
に
関
す
る
事
業

 �

⑤�

指
定
な
し
（
町
長
が
町
の
振
興
の
た
め

事
業
を
指
定
）

の
5
つ
の
事
業
か
ら
指
定
で
き
ま
す
。

� 

返
礼
品
（
記
念
品
）
の
贈
呈

　

ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
制
度
を
利

用
し
て
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
人
に
は
寄
附
金

額
に
応
じ
て
返
礼
品
（
記
念
品
）
を
選
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
に
は
、
町
内
の
事
業
所
の

ご
協
力
に
よ
り
、
返
礼
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。

税務課町税収納係（内線 2156）

「
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附
金
」

　
　

～
あ
た
た
か
い
気
持
ち
を
い
た
だ
き
、
活
用
し
て
い
ま
す
～

◆
返
礼
品
一
覧

①�

藤
よ
し
特
製「
元
祖
み
た
け
と
ん
ち
ゃ
ん
」

②�

あ
ゆ
み
館
の
「
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
詰
め
合

わ
せ
」

③�

御
菓
子
処　

長
春
堂
本
舗
の
「
栗
す
だ
れ

+

季
節
の
和
菓
子
詰
合
せ
」

④�

上
之
郷
の
中
学
生
が
栽
培
し
た
お
茶
「
舳へ

五ご
や
ま山

茶ち
ゃ　

特
撰
茶
・
一
番
茶
・
か
り
が
ね
茶
」

⑤�

御
嵩
町
農
家
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
が
仕
込

ん
だ
「
み
た
け
味
噌
」・「
ご
へ
だ
味
噌
」

⑥�

和
菓
子
店　

福
井
屋
商
店
の
「
欧
風
和
菓

子
か
に
っ
こ
セ
ッ
ト
」

⑦�

柴
田
米
穀
店
厳
選　

自
然
豊
か
な
御
嵩
で

育
っ
た
お
米
「
味み

た
け炊

米ま
い

」

① ②

③

④ ⑤

⑧�

洋
菓
子
店　

ラ
・
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
「
厳

選　

焼
菓
子
詰
合
せ
」

⑨�

平
井
酒
造
場
が
造
る
清
酒
「
宮
太
鼓　

上

撰
」

⑩�

肉
の
キ
ン
グ
の
「
特
撰
飛
騨
牛　

す
き
焼

き
、
ス
テ
ー
キ
、
焼
肉
用
」

⑪�

鬼
岩
温
泉　

了
山
の
「
了
山
・
Ｒ
ｙ
ｏｰ

ａ
ｎ　

共
通　

利
用
券
」

⑫�

町
内
ゴ
ル
フ
場
の
「
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
券
」

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
券
」「
割
引
券
」
な
ど

※�

詳
し
い
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
寄
附
が
御
嵩
町
の
発
展

に
つ
な
が
り
ま
す
。
町
外
に
住
む
家
族
や
親

戚
、
お
知
り
合
い
に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

事業内容 基金充当額
名鉄広見線応援ＣＭ
　�FMららで名鉄広見線応援CMを放送

259,200 円

環境モデル都市啓発物品購入
　�環境モデル都市みたけを広く PRする
ための物品購入

142,815 円

上之郷中学校文化事業
　�上之郷ふるさとふれあい観劇会の開催

200,000 円

薬師祭礼資料購入事業
　�薬師祭礼の起源や歴史に関連する巻物の購入

486,000 円

中山道みたけ館木製書架等購入
　�木製本棚や休憩用テーブル、イスなどの購入

311,080 円

B&G 海洋センターレスキューボード
ベンチ購入
　緊急用の簡易担架の購入

31,500 円

合　　計 1,430,595 円

平成 28 年度ふるさとみたけ応援寄附金活用実績
　平成 28年度は、下記の６つの事業に「ふるさとみたけ応
援基金」を活用しました。みなさまのご寄附、ありがとうご
ざいました。

平成 29 年度の活用予定　
　平成29年度は、環境保全や環境学習を推進する事業のほか、

保育園お散歩カー購入、子育てガイドブック作成など子育て
支援事業の推進、上之郷公民館のトイレ改修など、住みよい
まちづくりを進めるための事業に活用していく予定です。

平成 29 年度　13 事業に活用予定   7,547,000 円
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� 

寄
附
金
控
除
の
制
度
に
つ
い
て

　

寄
附
し
た
金
額
の
２
、０
０
０
円
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額
（
住
民

税
の
お
お
む
ね
2
割
）
ま
で
は
、
住
民
税
と

所
得
税
か
ら
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
住
民
税
の
一
部
を
寄
附
先
に
納
め
る

の
と
同
じ
効
果
と
な
り
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
確
定
申
告
が
必
要
で

す
が
、
確
定
申
告
の
義
務
の
な
い
人
が
寄
附

を
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
寄
附
金
税
額
控
除

に
係
る
申
告
特
例
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
寄
附
金
控
除

が
受
け
ら
れ
る
「
※
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
特
例
制
度
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
こ

の
制
度
で
は
所
得
税
の
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
分
が
住
民
税
に
上
乗
せ
さ
れ
て
控

除
さ
れ
ま
す
。

※�

５
か
所
を
超
え
る
市
町
村
に
寄
附
さ
れ
る

人
や
、
医
療
費
控
除
な
ど
で
確
定
申
告
を

さ
れ
る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

� 

寄
附
の
申
込
方
法

　

申
込
書
に
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
役
場
（
税
務
課
）
窓
口
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

な
ど
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。（
後
日
案

内
や
振
込
用
紙
な
ど
を
郵
送
し
ま
す
）

　

ま
た
、
平
成
28
年
12
月
よ
り
ふ
る
さ
と

納
税
サ
イ
ト
（
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
）
に

よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

https://w
w
w
.furusato-tax.jp

■
問
い
合
わ
せ
：
税
務
課
町
税
収
納
係

　

担
当
：
林

は
や
し
（
内
線 

２
１
５
６
）

　

 

寄
附
者

御
嵩
町
役
場

①寄附金 (ふるさと納税 )

②受領書の発送

確定申告をおこなう場合

③
受
領
書
を
添
え

確
定
申
告

⑤確定申告の回付
(国税連携 )

④�寄附をした年の所得
税で寄附金の控除を
適用 (還付など ) 税

務
署

お
住
ま
い
の

市
町
村

⑥�翌年度の住民税で寄
附金税額控除を適用
(減額 )

御
嵩
町
役
場

ワンストップ特例申請の場合

お
住
ま
い
の

市
町
村

　
 

寄
附
者

①寄附金 (ふるさと納税 )

③受領書の発送

②ワンストップ特例申請

④�寄附情報の通知
（�「申告特例通知書」の
送付）

⑤�寄附をした翌年度
の住民税で申請特
別控除額を適用
(減額 )

ふるさと応援寄附金控除の流れ

　電気は正しく、安全に使用！
　蒸し暑い季節がやってきました。この蒸し暑さ
は、電気器具にとっても大敵です。
　毎年、夏になると感電事故が多発しています。
　このため、経済産業省では８月を「電気使用安
全月間」として、みなさまに注意を呼びかけてい
ます。

税務課町税収納係（内線 2156）

職　　種 税務職員採用試験

受験資格 ①�平成 29年 4月 1日において、大学等を卒業した日または大学院の過程等を修了した
日のうち最も古い日から起算して 8年を経過したもの

申込期間
【インターネットによる申し込み】8月 4日（金）9時～ 17日 ( 木 ) 受信有効
※インターネット申し込みができない環境にある場合は問い合わせ先まで連絡してください。

試 験 日
第 1次試験 10月 1日（日）
第 2次試験 11月 3日（金）～ 5日（日）、11日（土）～ 12日（日）の指定する 1日

問い合わせ先
名古屋国税局　人事第二課　試験係　☎ 052-951-3511(内線 3450)
国税庁ホームページの名古屋国税局コーナー　(http：//www.nta.go.jp/nagoya)

　　　◇◆税務職員募集のお知らせ ( 国税調査官級 )◆◇

　ご家庭でも安全点検を！
　★ 電気の使い過ぎはありませんか
　★ 漏電線やコードは傷んでいませんか
　★ �洗濯機などのアースはきちんとつけてあり

ますか

★電気のご相談は…
　一般財団法人　中部電気
　保安協会　 加茂営業所
　☎ 26‐6510

★ �8 月は「電気使用安全月間」です

9 ほっと みたけ　2017.8



　町内の企業・事業所が実施するCO ₂削減に向けた先進技術や活動事例を順次紹介しています。

　昭和 19年に富士窯業株式会社として埼玉県浦和市に設立、
昭和 39年に御嵩町工業誘致の第 1号として御嵩町に設立し
ました。平成元年には、「ＮＧＫアドレック株式会社」に社
名を変更し、現在、高級耐火物メーカーとしてセラミックス
製品の製造販売をしております。
　平成 8年 8月、品質マネジメントシステム ISO9001 の認
証を取得し、これに続き、平成 10年 6月には、環境マネジ
メントシステム ISO14001 の認証を取得しています。
　「より良い社会環境に資する商品を提供し、新しい価値を
創造する」の企業理念のもと、次世代の快適環境をつくるた
め、環境配慮型製品の拡大などの事業活動を通じて地球環境に貢献していきます。

環境モデル都市推進室（内線 2232・2233）

　

　NGK アドレック株式会社

　町内事業所の環境活動を紹介します

■�問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当：早
はやかわ

川・山
やまぐち

口（内線 2232・2233）

シリーズ　環境モデル都市の取り組み �

■法規制順守への取り組み
　�　水質、大気、振動、騒音について定期的に業者測定を実施し、常に監視をおこなっています。また、その他
の法令も順守するようチェック体制を整えています。

■ CO ₂排出量削減への取り組み
　�　CO ₂削減の取り組みとして、焼成窯の設備改善を実施することにより燃料の使用量を削減し、CO ₂発生量
を減らしています。その他、休憩時間の消灯や夏場のエアコンの室内設定温度を 28℃にするなど電力削減な
どの啓発活動を実施しています。

　◎�対策例…　焼成窯で、熱をためる装置を使用して省エネをおこ
なってきましたが、シミュレーションの結果、この装置の稼働
率を上げ、より多くの熱をためることでCO ₂削減効果が大きく
なることが分かりました。

　　�右のグラフで示したように、稼働率を上げることで電気使用量
は増加しましたが、燃料使用量（LPG）の削減につながり、全
体では 10t/ 年の CO ₂削減ができました。

■産業廃棄物削減の取り組み
　�　原料こぼれの減少または回収を徹底することで、社内で再利用
できるよう取り組んでいます。また、社内で利用できない物も有
価物として売却できるよう分別を徹底し、産業廃棄物の削減に取り組んでいます。
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地球温暖化

　私たちが生活の中で排出する二酸化炭素は、地球温暖化の原因になっています。
　夏はエアコンや照明、テレビなどの使用により消費電力が大きく跳ね上がる時期です。
　そんなときにはクールシェア！！涼しいところに家族や友人などと集まり、家庭におけるエアコンの
使用料を削減し、節電・温暖化対策につなげましょう。さぁ、自宅のエアコンを消して、涼をシェアす
るクールスポットにでかけよう！

　　　　　で地球にやさしい夏を過ごそう！

町内クールシェアスポット
ラスパ御嵩 御嶽宿わいわい館 中山道みたけ館（図書館・郷土館）

ス
ト
ッ
プ
！

■問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当　山口（内線　2233）

地球温暖化

　私たちが生活の中で排出する二酸化炭素は、地球温暖化の原因になっています。
　夏はエアコンや照明、テレビなどの使用により消費電力が大きく跳ね上がる時期です。
　そんなときにはクールシェア！！涼しいところに家族や友人などと集まり、家庭におけるエアコンの
使用料を削減し、節電・温暖化対策につなげましょう。さぁ、自宅のエアコンを消して、涼をシェアす
るクールスポットにでかけよう！

　　　　　で地球にやさしい夏を過ごそう！

町内クールシェアスポット
ラスパ御嵩 御嶽宿わいわい館 中山道みたけ館（図書館・郷土館）

ス
ト
ッ
プ
！

■問い合わせ：環境モデル都市推進室　担当　山口（内線　2233）
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Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎ 67-5196）/ 農林課森づくり係（内線 2236）

★ナイス ショット！「御嵩町民ゴルフ大会」
　こぶしゴルフ倶楽部で「第 23回御嵩町民ゴル
フ大会兼、第 10回岐阜県民スポーツ大会可児郡
予選会」が 6月 13日 ( 火 ) におこなわれました。
　町内に在住・在勤の 121 名が参加しました。
晴天に恵まれ、みなさん気持ちよい汗を流しなが
らラウンドをしていました。結果は右のとおりで
す。 ●一般の部（敬称略）

　優　勝：渡
わたなべ

辺康
やすひろ

弘（多治見市）
　準優勝：原

はら

　則
の り お

夫（大庭台）
　3　 位：山

やまもと

本正
ま さ み

己（長岡）

●レディース＆シニアの部（敬称略）

　優　勝：加
か の う

納正
まさみつ

光（十日市場）
　準優勝：葛

く ず や

谷久
ひ さ こ

子（可児市）
　3 　位：本

もとやま

山茂
しげかつ

一（伏見台）

【 御嵩町民ゴルフ大会結果 】

B & G 海 洋 セ ン タ ー だ よ り
▶�

左
か
ら
渡
辺
さ
ん
、　

渡
邊
町
長
、
加
納
さ
ん

  松茸探しを体験してみませんか  

　町有林のこけ山入札については、今年度より実施せず、みなさんが気軽に松茸探しが体験できるよう、次のと
おり入山券の販売をおこないます。
　運が良ければ松茸が見つかるかもしれません。みなさんチャレンジしてみませんか？

入山期間 平成 29年 9月 24日（日）～ 11月 14日（火）

入山場所 御嵩町御嵩字北山他（町が設定したエリア）※地図を配布して説明させていただきます

販売期間 平成 29年 9月 11日（月）～ 10月 31日（火）8：30～ 17：00（土・日・祝日を除く）

料　金

◎シーズン券…10,000 円（期間中いつでも入山できます）
　※シーズン券は記名式であり、名前を記載されたご本人のみ使用できます。
◎一日券…1,000 円　（先着：１日につき 20人まで /指定日のみ入山できます）
　※中学生以上は料金が必要ですが、小学生以下は無料です。

販売場所 農林課森づくり係　※入山する前に、あらかじめご購入下さい。

その他

◎中学生以下の入山は大人同伴でお願いします。
◎林道工事につき谷山林道が通行止めになります。
◎�どこを探したらよいか分からない人には、案内人による体験日を用意しています。
　※ 10月 7日（土）、15日（日）、22日（日）、29日（日）４日間限定
　　一日券の料金 (案内人付 )1,500 円（各日先着：10人程度 /時間：午前中 2時間程度）

■�問い合わせ：農林課森づくり係　担当：林
はやし

　（内線 2236）

　詳しくはホームページをご覧いただくか農林課森づくり係までお問合せください。ルールを守って楽しく体験しましょう。
　�◎ �11 月 3日（金・祝日）に、里山体験イベント「御嵩北山ヒトトキノアカデミー」が開催されます。プログ

ラムのなかで松茸探し体験を計画していますので、ご家族や友人と、またおひとりでもお気軽にご参加く
ださい。（内容は追ってお知らせします）

■�問い合わせ：B&G海洋センター（☎ 67-5196）

11 ほっと みたけ　2017.8



御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
だ
よ
り

御
嵩
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
だ
よ
り

◆
堂
々
と
考
え
を
発
表

「
少
年
の
主
張
大
会
」

　　

6
月
17
日
（
土
）、
中
公
民
館
で
「
平
成

29
年
度 

御
嵩
町
少
年
の
主
張
大
会
」
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
張
大
会
で
は
、
共
和
中
学
校
の
3
年
生

の
生
徒
4
名
が
司
会
を
務
め
、
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
、
町
内
の
小
・
中
学
校
及
び
高
等
学

校
の
代
表
14
名
が
、
社
会
や
身
の
回
り
の
出

来
事
・
将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
し
っ
か
り
し
た
思
い
を

持
ち
将
来
が
楽
し
み
」
や
、「
焦
点
を
し
ぼ
っ

た
文
章
構
成
で
聞
き
や
す
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
、
発
表
者
の
頑
張
り
が
目
立
っ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
は
、
曾そ
う

祖そ

ぼ母
の
介
護
に
か
か

わ
っ
た
体
験
か
ら
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を
訴

え
た
「
心
か
ら
の
笑
顔
で
伝
え
る
た
め
に
」

を
発
表
し
た
共
和
中
学
校
3
年
の
宮み

や
わ
き脇

美は
る
か華

さ
ん
が
選
ば
れ
、
中
濃
地
区
の
選
考
会
に
進

み
ま
し
た
。

� 

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

★
最
優
秀
賞
【
中
濃
地
区
選
考
会
へ
推
薦
】

◎
宮み
や
わ
き脇

美は
る
か華

（
共
和
中
3
年
生
） 

　
　
『
心
か
ら
の
笑
顔
で
伝
え
る
た
め
に
』

■�

問
い
合
わ
せ
：
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

担
当
：
高た

か
は
し橋　
（
内
線 

２
２
６
７
）

（
広
報
啓
発
部
会
）

◆�

「
お
Ｓ
Ｕ
Ｎ
歩
あ
る
き
た
い
」 

     

付
き
添
い
下
校

★
優
秀
賞

◎
立た

ち
か
わ川

な
な
せ
（
上
之
郷
小
6
年
生
）　

　
　
『
私
の
進
み
た
い
道
』

◎
平ひ
ら
い井

れ
の
ん
（
上
之
郷
小
6
年
生
）

　
　
『
耳
が
聴
こ
え
な
い
と
い
う
こ
と
』

◎
金か
ね
こ子

芽め

い愛
（
御
嵩
小
6
年
生
）

　
　
『
私
の
た
っ
た
一
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
』

◎
桑く
わ
ば
ら原

優ゆ

い

な

衣
奈
（
御
嵩
小
6
年
生
）

　
　
『
本
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
』

◎
上う
え
だ田

夏な
つ
き希

（
伏
見
小
6
年
生
）

　
　
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
、
一
人
じ
ゃ
な
い
か
ら
』

◎
田た

な
か中

望の

あ愛
（
伏
見
小
6
年
生
）　　

　
　
『
私
の
だ
し
ま
き
た
ま
ご
』

◎
日ひ

び

の

比
野
柚ゆ

ず
き妃

（
上
之
郷
中
2
年
生
）　

　
　
『
普
段
は
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
』

◎
平ひ
ら
い井

も
も
（
上
之
郷
中
2
年
生
）　

　
『
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

自
分
の
意
志
を
伝
え
る
』

◎
伊い

さ

じ
佐
治
よ
は
な
（
向
陽
中
2
年
生
）

　
　
『
先
輩
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
』

◎
尾お
ざ
き崎

帆ほ

の

か

の
花
（
向
陽
中
2
年
生
）

　
　
『
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
』

◎
鍵か
ぎ
や谷
咲さ

き綺
（
共
和
中
3
年
生
） 

　
　
『
誰
か
の
た
め
に
』

▲ 最優秀賞を受賞した宮
みやわき

脇美
はる か

華さん

▲ 「少年の主張」発表者と司会者

　

青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
非
行
防
止
部
会

で
は
、
町
内
の
3
小
学
校
で
2
回
ず
つ
計
6

回
の
付
き
添
い
下
校
を
民
生
児
童
委
員
さ
ん

や
地
域
安
全
指
導
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
付
き
添
い
下
校
の
事
業
が
定
着
す
る
と

と
も
に
、
普
段
で
も
登
下
校
す
る
児
童
生
徒

を
見
守
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

生涯学習課生涯学習係（内線 2267)

★
特
別
賞

◎
小こ

じ
ま嶋

朔さ
く
な菜

（
東
濃
高
3
年
生
）

　
　
『
御
嵩
町
の
活
性
化
の
た
め
に
』

◎
今い
ま
い井

蘭ら
ん
ま
る丸

（
東
濃
実
業
高
3
年
生
）　

　
　
『
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
』
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学校教育課学校教育係（内線 2262)/ 保険長寿課国保年金係（内線 2108）

～ 

教
育
委
員
会
シ
リ
ー
ズ 

～

教
育
の
窓
か
ら

学
校
教
育
編　
　

〜 

向
陽
中
学
校 

〜

　
「
行
事
で
は
、
全
員
で
一
つ
の
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
た
と
え
問
題
が
起

き
た
と
し
て
も
、
何
度
も
話
し
合
い
乗
り
越

え
ま
す
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
み
ん
な
に
学
級
を
良
く
し
よ
う

と
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、
逆
に
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
わ
た
し
は
向
陽
中
学

校
で
過
ご
せ
る
こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に
思
っ

て
い
ま
す
。」

　

こ
れ
は
「
少
年
の
主
張
」
で
の
発
表
の
一

部
で
す
。

　

向
陽
中
学
校
で
は
、
行
事
を
通
し
て
生
徒

を
鍛き

た

え
ま
す
。
行
事
の
成
功
の
た
め
に
、
ど

ん
な
力
が
必
要
な
の
か
、
生
徒
は
必
死
で
考

え
、
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。
職
員
は
、

生
徒
の
そ
ば
に
つ
き
、
成
長
や
頑
張
り
を
認

め
励
ま
し
ま
す
。

　

な
か
に
は
、
取
り
組
み
に
入
る
こ
と
が
難

し
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
学
級
の

仲
間
全
員
が
、
そ
の
生
徒
を
支
え
、
と
も
に

取
り
組
も
う
と
働
き
か
け
ま
す
。
一
つ
一
つ

の
行
事
を
終
え
る
ご
と
に
、
取
り
組
み
に
向

か
う
生
徒
は
増
え
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
取
り
組
む
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

向
陽
中
で
は
、
年
間
の
行
事
を
通
し
て
、

学
校
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と　

～
目
標
に
向
か
っ
て
～

生
徒
を
成
長
さ
せ
続
け
る
こ
と
、
ま
た
、
全

校
体
制
で
生
徒
の
成
長
を
認
め
、生
徒
が「
自

分
は
仲
間
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

■�問い合わせ：学校教育課学校教育係　担当：井
いざわ

澤
　（内線 2262）

【�

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
・

納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
】

　

8
月
15
日
（
火
）、
世
帯
主
あ
て
に
、

平
成
29
年
度
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知

書
・
納
付
書
を
発
送
し
ま
す
。
※
世
帯
主

は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
お
送
り
す
る
納
税
通
知
書
の
税
額

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎�

平
成
29
年
3
月
以
前
か
ら
加
入
し
て
い

る
世
帯
…
…
平
成
29
年
度
の
保
険
税
年

税
額
か
ら
仮
算
定
・
仮
徴
収
の
額
を
差

し
引
い
た
額
。

◎�

平
成
29
年
4
月
～
7
月
に
加
入
し
た
世

帯
…
…
加
入
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
の

保
険
税
年
税
額

　

納
付
方
法

○�

普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書
）
の

人
…
…
第
5
期
～
第
12
期
（
8
月
～
翌

年
3
月
）
の
8
回

○�

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
の
人

…
…
10
月
・
12
月
・
翌
年
2
月
の
3
回

　

保
険
税
額
の
詳
し
い

算
定
方
法
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
に
同
封
の

チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

保
険
税
の
納
付
に
は
、
安
心
・
確
実
・

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

納
付
書
で
納
め
て
い
る
人
も
、
ぜ
ひ
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
納
税
通
知
書
に
同

封
さ
れ
て
い
る
口
座
振
替
依
頼
書(

ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
備
え
付
け
の

依
頼
書)

に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
込
時
期

に
よ
っ
て
は
す
ぐ
に
開
始
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）。

【�

特
定
健
診
の
受
診
は

　
　
　
　
　
　

さ
れ
ま
し
た
か
？
】

　

40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
は
、
自
己
負
担
１
、０
０
０

円
で
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

  

（�

特
定
健
診
は
保
健
セ
ン
タ
ー
か
、
町
内

の
6
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
）

　

自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
、
毎
年
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

内
容
や
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
保
険

長
寿
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
国
保
年
金

係　

担
当
：
大お

お
の野
（
内
線 

２
１
０
８
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

▲ �縄跳び大会に取り組む生徒たち。
目標を設定することで飛ぶ回数も
伸びていきます

▲ �修学旅行で行った広島の平和記念
公園で、平和への祈りを込めて歌
う 3年生の生徒たち
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◇ 

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）
ま
た

は
身
体
に
障
が
い
を
有
す
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
、
父
母
な
ど
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

対
象
：
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
～
3

級
、
療
育
手
帳
A1
～
B1
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

●
月
額
：
◎
1
級　

５
１
、４
５
０
円

◎
2
級　

３
４
、２
7
０
円

◇ 

特
別
障
害
者
手
当 

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、
特
別

の
介
護
を
要
す
る
20
歳
以
上
の
重
度
障

が
い
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
病
院
な
ど
に
継
続
し
て
3
か
月
以

上
、
入
院
し
て
い
る
場
合
、
本
人
ま
た

は
扶
養
義
務
者
な
ど
に
一
定
以
上
の
所

得
が
あ
る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

対
象
：
精
神
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

ま
た
は
身
体
に
著

い
ち
じ
るし
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

障
が
い
者
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

て
、
常
時
、
特
別
の
介
護
を
要
す
る
20

歳
以
上
の
障
が
い
者

●
月
額
：
２
６
、８
１
０
円

◇ 

障
害
児
福
祉
手
当 

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
、
介
護
を

要
す
る
20
歳
未
満
の
障
が
い
児
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
、

障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

て
い
る
場
合
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

な
ど
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●�

対
象
：
精
神
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）

ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

常
時
、
介
護
を
要
す
る
20
歳
未
満
の
障

が
い
児
（
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
）

●
月
額
：
１
４
、５
８
０
円

☆�

現
在
受
給
中
の
人
は
、
現
況
届
の
案
内

が
ご
自
宅
に
届
き
ま
し
た
ら
、
次
の
期

間
中
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◎�

届
出
期
間
：
8
月
10
日
（
木
）
～

　
　

9
月
11
日
（
月
）

�

■�

届
出
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田　
（
内
線 

２
１
２
２
）

　

岐
阜
県
で
は
、「
岐
阜
県
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
共
に
生
き
る
清
流
の
国
づ
く

り
条
例
」
の
施
行
を
踏ふ

ま
え
、「
人
に
や
さ

し
い
岐
阜
県
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
導
入
し
、
8
月
1
日
よ
り

配
布
を
開
始
し
ま
す
。

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

義
足
や
人
工
関
節
を
利
用
し
て
い
る
人

や
、
内
部
障
が
い
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初

期
の
人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
人
々
が
、
バ
ッ

グ
な
ど
に
こ
の
ヘ
ル
プ

マ
ー
ク
を
つ
け
る
こ
と

で
、
周
囲
の
人
に
手
助

け
を
必
要
と
す
る
こ
と

や
「
見
え
な
い
障
が
い
」

へ
の
理
解
を
求
め
る
も

の
で
す
。

●
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら

　

見
た
目
に
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
手
助
け

を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
「
思
い
や
り
の
あ

る
行
動
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

電
車
・
バ
ス
の
中
で
、
マ
ー
ク
の
利
用

者
を
見
か
け
た
ら
席
を
お
譲
り
く
だ
さ

い
。

◎�

駅
や
商
業
施
設
等
で
、
困
っ
て
い
る
マ
ー

ク
の
利
用
者
を
見
か
け
た
ら
、
声
を
か
け

る
な
ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

災
害
時
は
、
マ
ー
ク
の
利
用
者
が
安
全
に

避
難
す
る
た
め
の
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎�
裏
面
に
は
、
必
要
な
支
援
を
記
載
し
た
シ

ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
配
布
開
始
日
：
8
月
1
日
（
火
）

●
配
布
場
所
・
配
布
条
件
：

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
次
の
場
所
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

①
御
嵩
町
役
場　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

②
各
圏
域
の
県
事
務
所
福
祉
課

③
岐
阜
県
庁
障
害
福
祉
課

※�

希
望
さ
れ
る
人
に
概
要
を
説
明
の
う
え
、

お
一
人
に
つ
き
１
個
を
無
償
で
配
布
し
ま

す
。

※��

配
布
に
あ
た
っ
て
、
障
害
者
手
帳
、
身
分

証
明
書
等
の
掲
示
、
申
請
書
類
等
の
提
出

は
不
要
で
す
。

※��

家
族
や
支
援
者
等
の
代
理
人
に
よ
る
受
取

も
可
能
で
す
。

※�

郵
送
に
よ
る
配
布
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

●�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

担
当
：
金か

ね
こ子
（
内
線 

２
１
２
０
）

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
、

   
ヘ
ル
プ
の
サ
イ
ン

～
8
月
か
ら
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
を
開
始
し
ま
す
～

見
た
目
で
は
分
か
ら
な
く
て
も
、

援
助
が
必
要
な
人
が
い
ま
す

福祉課社会福祉係（内線 2120・2122)
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保険長寿課介護保険係（内線 2118)

　

平
成
29
年
度
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

書
・
納
付
書
を
8
月
上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

� �

年
金
か
ら
天
引
き
で
納
付
の
人

（
特
別
徴
収
）

　

�　

平
成
29
年
度
の
年
間
保
険
料
額
と
、
10

月
・
12
月
・
2
月
（
翌
年
）
に
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
を

記
し
た
「
納
入
通
知
書
」
を
同
封
し
ま
す
。

� �

口
座
振
替
で
納
付
の
人
（
普
通
徴
収
）

　

�　

平
成
29
年
度
の
年
間
保
険
料
額
と
、
8

月
～
翌
年
3
月
ま
で
の
毎
月
末
（
月
末
が

休
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
口
座
振
替
さ
れ

る
保
険
料
額
を
記
し
た
「
納
入
通
知
書
」

を
同
封
し
ま
す
。

� �

納
付
書
で
納
付
の
人
（
普
通
徴
収
）

　

�　

平
成
29
年
度
の
年
間
保
険
料
額
と
、
8

月
～
翌
年
3
月
ま
で
の
毎
月
の
保
険
料
額

を
記
し
た
「
納
入
通
知
書
」
お
よ
び
「
納

付
書
」
を
同
封
し
ま
す
。
納
付
書
で
保
険

料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

な
費
用
の
伸
び
率
な
ど
を
見
込
ん
だ
事
業
計

画
に
基
づ
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
介
護
保
険
料
の
基
準
額
は
、
月
額

5
、
3
０
０
円
で
す
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年

度
～
平
成
29
年
度
ま
で
の
3
年
間
を
期
間
と

す
る
「
第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
額
を
第
5
段
階
と
し
て
保
険
料

率
を
か
け
て
、
第
1
段
階
～
第
11
段
階
に
区

分
け
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
被
保
険
者
の

世
帯
状
況
や
収
入
・
所
得
な
ど
か
ら
各
段
階

に
当
て
は
め
、
1
年
間
の
保
険
料
額
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

※�

保
険
料
の
段
階
に
つ
い
て
は
、
同
封
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
…

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
に
か
か
る
費
用

の
1
割
～
２
割
を
利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
残
り
の
8
割
～

9
割
は
介
護
保
険
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
）。

　

介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人
に
関
し

て
は
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う
な

措そ

ち置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

①
1
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
っ
た
費

用
の
全
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
後
、
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
費
用
の
9
割(

8
割)

に
あ

た
る
金
額
を
返
還
（
保
険
給
付
）
し
ま
す
。

②
1
年
6
か
月
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
か
か
っ
た
費

用
の
全
額
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
そ
の
費
用
の
9
割(

8
割)

に
あ
た

る
金
額
の
返
還
（
保
険
給
付
）
は
差
し
止

め
し
ま
す
。
ま
た
、
差
し
止
め
た
分
を
滞

納
し
て
い
る
保
険
料
に
充
て
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

③
2
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　

�　

納
期
限
か
ら
2
年
が
経
過
し
た
保
険
料

は
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の
納
付
が
で
き
な
く
な
っ
た
期
間
と
保
険

料
額
に
応
じ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
際
に
、
負
担
割
合
を
1
割(

２
割)

か

★
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
）
の
み
な
さ
ん
へ

　
介
護
保
険
料
の

　
納
入
通
知
書
・
納
付
書
を

お
送
り
し
ま
す

ら
3
割
に
引
き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は

み
な
さ
ん
で
支
え
あ
う
制
度
で
す　

　

介
護
保
険
制
度
は
、
み
な
さ
ん
で
保
険
料

を
出
し
あ
い
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
、
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体

で
支
え
る
制
度
で
す
。
み
な
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
は
、
年
々
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
際
の
備
え
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
て
も
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
保
険
料
は
応
分
に
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
み
な
さ
ん
で
支

え
あ
う
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
介
護
保
険
係

担
当
：
大お

お
く
ぼ

久
保
・
小お

ぐ
ら倉

　
（
内
線 

２
１
１
8
）

15 ほっと みたけ　2017.8



住民環境課環境整備係（内線 2125）

犬 

の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

★
犬
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

　

�　

狂
き
ょ
う
け
ん
び
ょ
う

犬
病
予
防
法
に

よ
り
、
生
後
91
日
以

上
の
犬
は
登
録
し
、

鑑か
ん
さ
つ札
を
犬
に
つ
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�　

登
録
は
生
涯
1
回
で
、
登
録
を
し
な
い

と
、罰ば

っ
き
ん金

を
科か

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
死
亡
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
登
録
、
死
亡
届
に
つ
い

て
は
、
住
民
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

年
1
回
、
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　

�　

予
防
注
射
後
に
は
注
射
済
票
の
交
付
を

受
け
、
そ
れ
を
犬
に
つ
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
別
な
理
由
も
な
く
注

射
を
受
け
さ
せ
な
い
場
合
は
、
20
万
円
以
下

の
罰
金
を
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※�

狂
犬
病
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
予
防
注
射
は
流
行
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

★
犬
の
「
ふ
ん
」
な
ど
の
汚
物
は
、

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　

�　

町
の
条
例
に
よ
り
、飼
い
主
が
“
ふ
ん
”

を
回
収
し
な
け
れ
ば
2
万
円
以
下
の
罰
金

を
科
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
回
収
し

た
“
ふ
ん
”
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

★�
犬
の
習
性
を
正
し
く
理

解
し
て
、
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
飼
っ
て
く

だ
さ
い
。

★�

繁
は
ん
し
ょ
く殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
不ふ

に
ん妊

・
去き

ょ
せ
い勢

手
術
な
ど
の
繁
殖
制

限
を
し
ま
し
ょ
う
。

★�

飼
い
犬
が
人
を
噛か

ん
だ
と
き
は
、
す
ぐ
に

可
茂
保
健
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

猫 

の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

★ 

飼
い
主
の
心こ
こ
ろ
え得

�　
「
ふ
ん
・
尿
」「
鳴
き
声
」「
庭
や
ご
み
を

荒
ら
す
」
と
い
っ
た
猫
に
よ
る
苦
情
が
多
発

し
、
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
わ
り
に
被

害
や
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
猫
の
本

能
や
習
性
を
よ
く
理
解
し
、責
任
を
持
っ
て
、

飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

犬 

や 

猫 

を
飼
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ん
へ

～ 
知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す 

～

★ �

室
内
飼し
よ
う養
の
す
す
め

�　

猫
は
エ
サ
を
充
分
に
得
ら
れ
れ
ば
、
特
に

広
い
生
活
空
間
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
交
通

事
故
や
感
染
症
か
ら
飼
い
猫
を
守
る
た
め
に

も
、
室
内
飼
養
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

�　

毎
年
、
多
く
の
子
猫
が
保
健
所
に
持
ち
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
飼
い
主
の
責
任
で
、
不
妊
・
去

勢
手
術
に
よ
る
繁

は
ん
し
ょ
く殖

制
限
を
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

★ 

猫
を
捨
て
る
こ
と
は
法
律
違
反
で
す
！

�　
「
誰
か
拾
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」「
保
健
所

で
処
分
す
る
の
は
か
わ
い
そ
う
だ
」
と
い
う

安
易
な
気
持
ち
で
、
猫
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
第
44
条
第
3
項
に
よ
り
、
猫
を
捨
て
れ
ば

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★ �

飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
猫
に
エ
サ
を

与
え
る
と
…

�　

飼
い
主
の
わ
か
ら
な
い
猫
に
エ
サ
を
与
え

る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
に
猫
が
住
み
つ
き
、

増
加
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
ふ
ん
を
し
た
り
、
ご

み
置
き
場
を
散
ら
か
し
た
り

地
域
の
み
な
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま

な
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

　

安
易
に
エ
サ
を
与
え
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

     

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

★ 

飼
い
主
を
明
示
し
て
く
だ
さ
い

�　

首
輪
・
名
札
な
ど
を
つ
け
て
、
飼
い
主
を

明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。
犬
や
猫
が
逃
げ

て
、
帰
っ
て
来
な
く
な
っ
た
と
き
や
災
害
時

に
、
発
見
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

★ 

飼
い
犬
・
飼
い
猫
が

　
　
　
　
　
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
…

�　

万
が
一
、
飼
い
犬
や
飼
い
猫
が
逃
げ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、す
ぐ
に
役
場
住
民
環
境
課
、

可
茂
保
健
所
（
☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
）、
可

児
警
察
署
（
☎ 

６
１
‐
０
１
１
０
）
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

★ 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
た
と
き
は
…

�　

ま
ず
、
適
正
に
飼
養
で
き
る
新
し
い
飼
い

主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
、
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
可
茂

保
健
所
（
☎ 

２
５
‐
３
１
１
１
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■�

連
絡
先
／
問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課
環

境
整
備
係　

担
当
：
小お

ぎ

そ
木
曽
・
三み

の野

　
（
内
線 

２
１
２
５
）
／

　

中
濃
保
健
所　

☎ 

２
５
‐
３
１
１
１

　

可
児
警
察
署　

☎ 

６
１
‐
０
１
１
０
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地域包括支援センター（保険長寿課高齢福祉係）（内線 2172)

地域包括支援
センター

（高齢者なんでも相談窓口）

　平成 29年、民生委員制度は、その源といわれる「済
さいせい

世顧
こも ん

問制度」発足から数
え 100年の節目を迎えます。
　民生委員・児童委員は、生活困窮者に対する相談援助のみならず社会的孤立、
権利侵害、災害時における被災者支援などさまざまな課題解決に向けた幅広い
地域福祉活動をおこなっています。
　みなさんの身近な福祉の相談相手である民生委員・児童委員についてご紹介
します。

これからも地域とともに
　～民生委員制度創設１００周年～

◆
制
度
の
始
ま
り

　

大
正
５
年
、
当
時
の
岡
山
県
知
事
笠か
さ
い井

信し
ん
い
ち一
氏
は
、
大
正
天
皇
か
ら
「
県
下
の
貧
し

い
人
々
の
状
況
は
ど
う
か
」
と
ご
下
問
を

受
け
、
貧
困
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
結

果
の
重
大
さ
に
知
事
は
研
究
を
重
ね
、
大

正
6
年
5
月
、「
済
世
顧
問
設
置
規
程
」
を

公
布
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
民
生
委
員
制

度
の
源

み
な
も
とと
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
、
大
正
10
年
に
設
置
規
定

を
公
布
し
、「
岐
阜
県
奉
仕
委
員
」
の
名
称

で
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

　

昭
和
21
年
民
生
委
員
令
が
公
布
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
翌
年
の
児
童
福
祉
法
公
布
に

よ
り
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和

23
年
に
民
生
委
員
法
が
公
布
さ
れ
、
現
在

の
任
期
３
年
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
主
な
活
動

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委

員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
た
地
域
福

祉
の
担
い
手
で
す
。
地
域
住
民
の
見
守
り

や
身
近
な
相
談
役
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
で
23
万
人
が
活
動
し
、
岐
阜
県
の

委
嘱
者
定
数
は
、
４
、５
１
９
名
で
す
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、

住
民
の
福
祉
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
、
関
係
す

る
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
担
当
地
区

内
の
住
民
の
実
態
や
福
祉

需
要
を
日
常
的
に
把
握
し

ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
が
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
行
政
（
相
談
窓
口
）
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
に
連
絡
し
、

つ
な
ぎ
役
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
任
児
童
委
員

は
、
特
に
児
童
福
祉
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
専

門
的
に
担
当
し
て
い
ま

す
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
マ
ー
ク

　

四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に
、
民
生
委
員

の
「
み
」
と
児
童
委
員
を
示
す
双
葉
を
組

み
合
わ
せ
、
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
の
鳩
を
か

た
ど
り
、
愛
情
と
奉
仕
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
35
年
に
公
募
で

選
ば
れ
ま
し
た
。

◆�

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　

昭
和
52
年
に
は
、
５
月
12
日
を
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
12
日
か
ら
１
週
間
を
活
動

強
化
週
間
と
位
置
づ
け
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
へ
啓
発
活
動
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆
御
嵩
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

御
嵩
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、

昨
年
12
月
の
一
斉
改
選
に
よ
り
、
新
し
い
委

員
19
名
、
継
続
委
員
19
名
の
38
名
が
厚
生
労

働
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。（
任
期
3

年
間
）

　

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
誰
も
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
１
金
曜
日
の
定
例
会
で
は
、
実
際

に
あ
っ
た
事
例
の
対
応
に
つ
い
て
の
勉
強

会
や
、
岐
阜
県
や
可
茂
地
区
の
民
生
委
員
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
研
修
の
参
加
に
よ
り

情
報
交
換
や
交
流
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
部
会
、
子
ど
も
部
会
、
母
子

部
会
、
障
が
い
部
会
の
4
つ
の
部
会
を
作

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ぽ
っ
ぽ
か
ん
、
あ

ゆ
み
館
等
の
行
事
の
お
手
伝
い
や
視
察
研

修
を
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
高
齢
者
世
帯
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世

帯
を
中
心
に
各
委
員
が
順
次
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
何
か
お
困
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
民
生
委
員
に
相

談
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
険
長
寿
課
高
齢
福
祉

係　

担
当
：
刀と

ね根　
（
内
線
２
１
７
２
）

※
上
記
３
点
の
イ
ラ
ス
ト
出
典

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
「
民
生
委
員
制

度
創
設
90
周
年
記
念　

い
つ
ま
で
も
見
守
り
つ
づ

け
て
＝
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
＝
」
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中山道みたけ館　（☎ 67-7500）

●期間：9 月 3 日（日）まで
●場所：中山道みたけ館　2 階特別展示室
☆期間中の休館日：8月 7日（月）・14日（月）～ 16（水）・21日（月）
　　　　　　　　   8 月 25 日（金）・28日（月）

�　絵双六は、紙に描いた絵のマスの上を、振ったサイコロの目に従って
駒を進め「上がり」をめざすお正月を代表する遊び（ゲーム）です。
　江戸時代に浮

う き よ え

世絵の技術の発展とともに多く作られるようになり、明
治時代以降は雑誌のお正月号の付録として人気を集めました。
　絵双六は時代を映す鏡であり、鮮やかで精

せいみつ

密に描かれた絵からは当時
の流行や人々のくらしを知ることができます。
　今回の展示では、江戸時代の旅を題材にした「道中双六」、大正時代の
女子の教育を題材にした「教育双六」、戦時中に作られた戦争を題材にし
た「戦争双六」など、江戸時代から昭和時代までのさまざまな絵双六を
当時の雑誌や教科書などと合わせて紹介します。

■問い合わせ：中山道みたけ館 担当：学芸員 塩
えん や

谷　☎ 67-7500

◇ 中山道みたけ館資料紹介展◇

　「絵
え

双
すごろく

六にみる流行と文化」
　　　　　　　　　を開催しています！

▲�「家庭教育双六」
　大正４年１月１日発行
　�・�婦人雑誌「婦人世界」の新年号
付録で、家庭での女子の教育と
躾を題材にした大人向けの双六

▲�「日東健児攻城戦双六」
　　 大正 13年１月１日発行
　・�月刊少年雑誌「少年倶楽部」の新

年号付録で、西軍と東軍に分かれ
上がりを競い合う少年向けの双六

　

慶
け
い
ち
ょ
う長
5
年
（
１
６
０
０
）、
天
下
分
け
目

の
戦
と
称
さ
れ
る
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
は
、

東
軍
の
徳
川
家
康
と
西
軍
の
石
田
三
成
が
、

ま
さ
に
天
下
を
分
け
た
大
一
番
の
戦
い
を

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
に
、
実
は
願

興
寺
と
か
か
わ
り
の
深
い
武
将
が
、
東
軍

側
で
大
活
躍
し
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
た

か
。
そ
の
名
を
「
可か

に児
才さ

い
ぞ
う蔵

」
と
い
い
ま
す
。

　

そ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
「
可
児
才
蔵
」
の

「
可
児
」
は
、い
ま
も
こ
の
地
域
に
残
る
「
可

児
郡
」
の
呼
称
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の

で
、
ま
さ
に
当
時
の
「
可
児
郡
」
を
代
表

す
る
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼

ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
才
蔵
は
な
ん
と
、
幼
少
期
を

こ
こ
御
嵩
町
の
願
興
寺
で
過
ご
し
た
そ
う

で
す
。
願
興
寺
に
残
る
「
大
寺
記
」
に
も

可
児
才
蔵
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
才
蔵
は
別
名
「
笹さ

さ

の
才
蔵
」
と

も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
武
将
た

ち
は
、
敵
の
首
を
数
多
く
討
ち
取
る
こ
と

で
武
功
を
あ
げ
、
成
り
上
が
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
の
首
を
討
ち
取
っ
た
こ
と
を
証
明
す

る
た
め
に
は
、
首
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
必

要
だ
っ
た
の
で
す
が
、
才
蔵
は
す
ぐ
れ
た

槍や
り

の
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
討
ち
取

る
首
の
数
が
多
す
ぎ
た
た
め
、
笹
を
倒
し

た
武
将
の
口
に
差
し
、
目
印
と
し
た
そ
う

で
す
。

　
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
で
は
、
才
蔵
は
20
も

の
首
を
討
ち
取
り
、
東
軍
の
大
将
で
あ
る

徳
川
家
康
も
大
い
に
感
嘆
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
戦
い
で
才
蔵
は
、「
笹
の
才
蔵
」
と

し
て
名
を
あ
げ
た
の
で
し
た
。

◎�

次
回
も
『
可か

に児
才さ

い
ぞ
う蔵

』
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

�

担
当
：
栗く

り
や
も
と

谷
本　

☎ 

６
７
‐
７
５
０
０

　
（
中
山
道
み
た
け
館
）

御
嵩
町
の
文
化
財

　

大
寺
山
願
興
寺
⑯　

可
児
才
蔵
①

▲�可児才蔵が幼少期を過ごしたとされる願興寺
本堂
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自分らしさを
実現できる町

　さまざまなネットワークが構築された現代で
は、SNSや LINE などで自分の意見を表現でき
るようになってきました。
　このようなネット上でのやり取りは会話と表
現されますが、直接人と話をしないことを、会
話ということに違和感があります。
　
　今年度、わが子の通う学校の役員をすること
で、たくさんの方と出会い、会話をする機会が
多く、たくさんの発見があります。人と直接話
をすることで、表情や間合いなどから見えてく
る温度感のようなものがあると思うのです。

共同「二人以上の人が一緒に物事をおこなうこ
と」、参画「政策・事業などの計画に加わること」
と辞書にあります。

　まずは、人間共同参画。地域での行事やボラ
ンティア活動など何でも良いと思うので、参画
することから始めてみませんか？

男女共同参画懇話会委員　細
ほその

野淳
じゅんこ

子（旭町）
■問い合わせ：企画課企画調整係　担当：安

あんどう

藤
　（内線 2227）

「共同って　参画って」
御嵩町男女共同参画懇話会

企画課企画調整係（内線 2227）

町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★ 世界で活躍する伏見出身のピアニスト初リサイタル！
　御嵩町伏見出身のピアニスト、梅

うめ だ

田智
とも や

也さん（26歳）が、
6月 16 日（金）役場を訪れ、8月 20日（日）に可児市の文
化創造センターアーラで開催する初リサイタルを渡邊町長に
ＰＲしました。
　梅田さんは 5歳よりピアノをはじめ、東京藝術大学を卒業
後、同大学院修士課程を首席で修了。修了時にクロイツァー
賞、大学院アカンサス賞などさまざまな賞を受賞。最近では、
今年 4月にイタリアで開催されたトレヴィーゾ国際ピアノコ
ンクールで優勝しています。
　現在はウィーン国立音楽大学に在籍中で、世界のコンクー
ルでも優勝、入賞を果たすとともに、読売日本交響楽団など
主要なオーケストラや著名な指揮者とも共演されています。
　今回、初のピアノリサイタルを開催する梅田さんは、「アー
ラでは何回か演奏したことがあるが、リサイタルは初めて。
ぜひ足を運んでいただいて今の自分の精一杯を見ていただき
たいです。感動を伝えられるよう頑張りたい」と意気込みを
語りました。

▼�今年 1月にリヴォルノ・ピアノコンペティショ
ン (イタリア ) 第２位入賞の盾を持つ梅田さん
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町のＨＯＴ
ＮＥＷＳ

　★みんなの願い、天までとどけ！
　御嵩町の上之郷保育園、御嵩保育園、中保育園、伏見保育園、
ぽっぽかん、みたけ幼稚園、可児市の瀬田幼稚園の園児総勢
442名による七夕飾りが 6月 30日（金）～ 7月 9日（日）まで、
名鉄広見線各駅と御嶽宿さんさん広場に設置されました。
　色とりどりの短冊には、「自転車に乗れるようになりたい」
や「はやく走れるようになりたい」、「家族みんなが元気に過
ごせますように」といった願いが込めら
れていました。そのほかにも、折り紙で
できた星や輪っかなどたくさんの飾り付
けがされ、駅利用者も足を止めて見入る
姿がありました。
　また、駅を華やかに演出してくれた園
児に対して、名古屋鉄道㈱西部支配人室
より、感謝状が贈られました。
　みんなの願いが叶うといいですね。

　★御嵩町女性防火クラブが内閣総理大臣表彰を受賞
　御嵩町女性防火クラブ（髙

たか ぎ

木幹
み き こ

子クラブ長）が、平成
29年安全功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました。
　御嵩町女性防火クラブは、昭和 51年に婦人防火クラブ
として発足して以来 40年以上にわたって活動を継続して
こられ、消防団行事への協力や、防災訓練における炊き
出し指導、夜間防火呼びかけ運動など地域防災力の高揚
に多大な貢献をされています。
　髙木クラブ長と臼井副クラブ長は７月 6日（木）に受
賞報告に来庁され、「今回の栄えある受賞は、長年にわた
るクラブ員のみなさんの地道な活動のおかげです。これ
からも地域の安全を守るために活動を積極的に展開して
いきたい」と語られました。

▼�受賞の報告とその喜びを語る髙木さん（写真中央）と、臼井
さん（写真左）

　★�男女共同参画のために…
　国際ソロプチミスト可児のみなさんが、6 月 30 日（金）に
役場を訪れ、4月 15 日に開催されたチャリティー　トーク＆
コンサートの収益金の一部である 5 万円を町に寄付してくださ
いました。
　国際ソロプチミストは、女性による国際的なボランティア組
織で、地域社会を基盤とした女性と女児の生活を向上させるプ
ロジェクトや財政支援活動をしています。
　理事の可

か に

児幸
さち こ

子さんと各
かか む

務洋
よう こ

子さんは、「地域貢献の一環と
して寄付を続けています。男女共同参画のために役立ててくだ
さい」と話されました。
　国際ソロプチミスト可児のみなさん、ありがとうございまし
た。

▼ �国際ソロプチミスト可児の可児幸子さん（写真左）

と、各務洋子さん（写真中央）
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はじめての　田植え体験　
　毎日暑い日が続いていますが、御嵩保育園の子どもたち
は元気いっぱいで過ごしています。
　５月 29日（月）、年長児のゆりぐみ 22名が、『田んぼ
の学校』の青木さんご夫妻、ＪＡめぐみの御嵩支店の金

かなもり

森
支店長、いつも畑のお手伝いをして下さる可児さんのご指
導のもと、田植え体験をしました。
　今までも保育園でバケツ稲作を体験している子どもたち
ですが、田んぼに入るのはこれが初めて。青木さんのお話
を聞いて、苗をいただき田んぼに入ると、「わ～ヌルヌル
する～」「歩けないよ～」「足が、しずんでいく」と大騒動！
　どろんこ大好きな子どもたちでも、砂場とは大違い、田
んぼの中で、しりもちをついたり、全身ドロドロになった
り・・・。
　それでも、苗を３本ずつ、そ～っと植えていきました。
「これが、お米になるんだね、楽しみだね」「大きくなる
のを、見にこようね」と生長を楽しみにする子どもたち
の声が聞こえました。
　9月に稲刈り、10月にはそのお米を使った親子クッキ
ングを予定しています。
　おいしいお米ができますように。

御 嵩
保育園

▼ �これから初めて田んぼに入る
よ。ドキドキするなあ…

▲ �みんなドロドロになりな
がら、がんばって苗を植
えたよ

▲ �苗の植えかたを教えても
らったよ。３本づつ植え
ていくよ

　★電車で移動し、まちのごみ拾いを実施！
　御嵩町の建設業者 9社で組織される「御嵩町安全協
議会」のメンバ－ 18 名による一斉清掃が 6月 10日
（土）におこなわれました。
　朝、御嵩駅に集合し、まず電車に乗って顔戸駅から
御嵩駅までのルート、明智駅から顔戸駅までのルート
の 2班に分かれ、沿線のタバコの吸い殻や空き缶など
を拾いました。
　今年でこの名鉄広見線を利用したルートの清掃活動
は5年目となります。メンバーのみなさんは汗をぬぐ
いながら、「年々ごみが減ってきており、町がきれい
になっているのを感じます」と語りながら、清掃活動
に励んでおられました。

　★レジ袋の売上収益金を町へ…
　6月 28日（水）、ユニー㈱アピタ御嵩店の棚

たなはし

橋 茂
しげる

副店長が役場を訪れ、レジ袋の売上収益金 139,518 
円を町に寄附していただきました。
　環境と地域への貢献に取り組んでいるユニー㈱か
らは、レジ袋 1枚につき 1円分（レジ袋 1枚 5円か
ら原価 4 円を引いた金額）の寄附を毎年いただいて
おります。
　棚橋副店長は、「今後もアピタ御嵩店を、環境イベ
ントなども含め町の施策に活用していただきたい」
と述べられ、渡邊町長は、「今後も、積極的な協力を
お願いします」と語りました。この寄附金は、町の
環境保全などに使わせていただく予定です。ありが
とうございました。

▼ 収益金を渡邊町長に手渡す棚橋副店長（写真左）
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◆
多
重
債
務
無
料
相
談
会

～
返
し
き
れ
な
い
借
金
に

お
困
り
の
み
な
さ
ん
へ
～

　

県
で
は
、「
多
重
債
務
無
料
相
談
会
」
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
8
月
12
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

●�

場
所
：
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｋ

Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

　

�（
岐
阜
市
薮
田
南
５
‐
14
‐
53 

）

●�

相
談
員
・
相
談
料
：
弁
護
士
（
相
談
無
料
）

●�

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
30
分
、
事
前
予

約
制
）・
電
話
相
談

　

※�

面
談
相
談
は
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

8
月
10
日
（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

■��

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
０
０
３

◆
交
通
事
故
巡
回
相
談

　

県
で
は
、
毎
月
、「
交
通
事
故
巡
回
相
談
」

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
で
悩
ん

で
い
る
人
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
9
月
8
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

●�

場
所
：
可
茂
総
合
庁
舎

　

�（
美
濃
加
茂
市
古
井
町
下
古
井
２
６
１
０
‐
１ 

）

●
相
談
料
：
無
料

●�

相
談
方
法
：
面
接
相
談
（
事
前
予
約
制
）

　

※�

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。
9
月
7
日

（
木
）
ま
で
随
時
受
付
。

■��

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
７
‐

１
０
０
１

虐待かも？　と思ったら 1
いちはやく

89 番へ
　子どもたちや子育てに悩む保護者
のSOSの声をいちはやくキャッチ！
児童相談所全国共通ダイヤル：１８９

　●�お近くの児童相談所へ
　　つながります。
　●�通話料がかかります。

※9月上旬の相談日も掲載しています。

相談名 日 程 時 間 場 所 備 考

　福祉課 （内線 2122・2120）

障がい者相談 8 月  4 日（金） 午後 1時〜午後 3時 役場北庁舎
2階第 3研修室

障がい者相談員による相談で
す。気軽にお出かけください。

人権相談 8 月 18日（金） 午後 1時〜午後 4時 中公民館 人権擁護委員による相談で
す。気軽にお出かけください。

　住民環境課（内線 2103）

消費者相談

月曜〜金曜日
（祝日を除く）

午前 8時 30分〜
午後 5時 15分

役場本庁舎
1階相談室

住民環境課ふれあい住民係
で受付をしてください。

※第 1・3金曜日　午前 10時～午後 3時は消費生活相談員が相談を受け付けます。

行政相談 8 月 22日（火） 午後 1時 30分〜
午後 3時 30分

役場北庁舎
2階第 3研修室

法律相談（弁護士） 8 月 25日（金）  午後 3時〜午後 7時 役場北庁舎
2階教育会議室

 �要予約※事前に予約してく
ださい。定員になり次第締
め切り（定員 8名）

　オアシス教室（☎ 67-7380）

教育相談
 （不登校・いじめなど）

月曜〜金曜日
（祝日を除く） 午前 9時〜午後 5時 オアシス教室

（中公民館内）

臨床心理士による
カウンセリング 

毎週火曜日
（祝日を除く）

午前 9時〜午後 5時 中公民館
1階相談室

 �予約制
 対象：小中学生および保護者
 申込先：
 各小中学校・オアシス教室

ひとりで悩まないで！　まずはお電話ください
　家庭や仕事、DV、人間関係など、生き方に関する悩みを
電話でお聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。
岐阜県男女共同参画プラザ相談窓口
　「電話相談」専用ダイヤル：058-278-0858
　●�相談日：日曜～木曜日・第 1・3土曜日（祝日、年末年始を除く）
　●�時間：午前 9時～正午／午後 1時～午後 5時
※�電話相談には、男女共同参画専門相談員が応対します。

8 月の相談日
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� �リサイクルステーション

＜ 生活学校 ＞
8 月の開催日：6 日（日）
9 月はありません
時間：午前 9時～午前 11時
場所：役場 駐車場（庁舎裏側）

＜ あゆみ館 ＞
開催日：毎週月曜～金曜日
（土・日・祝日・年末年始を除く）
時間：午前 9時～午後 5時
場所：あゆみ館（新木野）

� � 分別収集
　※�収集時間については、朝方の 1時間

程度です（例：午前 7時～午前 8時）。
各自治会・アパートによって収集時
間が違いますので、それぞれの役員
または分別指導員にお尋ねください。

収集地区  不燃ごみ・ 粗大ごみ
収 集 日

上之郷
御　嵩

8 月 16 日（水）
9 月 20 日（水）

中 8 月 18 日（金）
9 月 22 日（金）

伏　見 8 月 15 日（火）
9 月 19 日（火）

収集地区 分別収集日
上之郷
御　嵩

8 月　 6 日（日）
9 月　 3 日（日）

中
伏　見

8 月 20 日（日）
9 月 17 日（日）

ご み 収 集
� � 不燃ごみ（金物類・ガラス類）
� � 粗大ごみ（可燃・不燃）

収集地区 プラスチック製
容器包装収集日

上之郷
御　嵩

8 月 1 日（火）
8 月 15 日（火）
9 月 5 日（火）
9 月 19 日（火）

中
伏　見

8 月 3 日（木）
8 月 17 日（木）
9 月 7 日（木）
9 月 21 日（木）

※不燃ごみの集積所に出してください

■�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田
（
内
線 

２
１
９
２
）

お
知
ら
せ

◆
「
緑
の
募
金
」

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

4
月
15
日
～
5
月
31
日
の
間
に
、
各
自
治

会
を
通
じ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
善
意
に

よ
り
総
額
62
万
３
、９
０
０
円
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

に
全
額
送
金
し
、
そ
の
一
部
が
御
嵩
町
緑
化

推
進
委
員
会
に
交
付
さ
れ
、
町
内
の
緑
化
推

進
事
業
へ
の
助
成
や
、
環
境
フ
ェ
ア
で
の
苗

木
配
布
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
み
な
さ
ん
の
緑
の
募
金
事
業
に
対

す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
緑
化
推
進
委
員
会

事
務
局
（
農
林
課
森
づ
く
り
係
内
）

　

担
当
：
玉た

ま
が
わ川　

（
内
線 
２
２
３
７
）

◆
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

農
業
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
の
不
在
な
ど

に
よ
り
、
耕
作
さ
れ
ず
雑
草
の
生
い
茂
っ
た

農
地
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
御
嵩
町
農
業
委
員
会
で
は
、

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
お
こ
な
い
ま
す
（
８
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
実
施
を
予
定
）。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
中
は
、
農
業
委
員
が
「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
」
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

貼
っ
た
車
で
町
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
や
畦あ

ぜ畔
の
雑
草
は
、
隣
接
農
地
の
営

農
に
支
障
を
き
た
し
、
ま
た
病
害
虫
・
有
害

鳥
獣
の
す
み
か
と
な
り
、周
辺
農
地
の
ほ
か
、

住
環
境
へ
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
適
正

に
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　

担
当
：
井い

の
う
え上　

（
内
線 

２
１
６
４
）

情 報 ガ イ ド

く
ら
し

★
納
期
限
、
お
忘
れ
な
く
！　

　

納
期
限
は
8
月
31
日
（
木
）
で
す
。

○
町
・
県
民
税

2
期
分

○
国
民
健
康
保
険
税�

5
期
分

○
介
護
保
険
料�

8
月
分

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

2
期
分

○
上
下
水
道
使
用
料�

7
月
分

（
口
座
振
替
日　

8
月
25
日
）

○
保
育
料�
8
月
分

○
町
営
住
宅
家
賃�
8
月
分

◆
休
日
歯
科
診
療
当
番
医

　

可
児
地
区
の
8
月
の
祝
日
に
診
療
可
能
な

歯
科
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

8
月
11
日
（
金
）
：
可
知
歯
科
医
院

　

御
嵩
町
御
嵩　

☎ 

６
７
‐
０
０
３
６

※�

必
ず
電
話
を
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●�

受
付
時
間
：�

午
前
9
時
～
午
後
4
時

◆
重
度
心
身
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　
　

  

社
会
参
加
助
成
制
度

　

身
体
な
ど
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

が
、
公
共
交
通
機
関
や
自
動
車
を
利
用
す
る

場
合
に
、
そ
の
費
用
を
一
部
助
成
し
、
社
会

へ
の
参
加
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
制
度
で
す
（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、

入
院
中
の
人
は
除
く
）。

●�

対
象
：
身
体
障
害
者
手
帳
1
～
2
級
、
療

育
手
帳
Ａ
、
Ａ
１
、
Ａ
２
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
1
～
2
級
を
お
持
ち
で
、

御
嵩
町
に
在
住
の
人

●
助
成
額
：
月
額　

１
、０
０
０
円

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田
（
内
線 

２
１
２
２
）

◆�

血
液
透
析
患
者
交
通
費
助
成
制
度

　

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
が
あ
る
人
が
、
血
液

透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関

や
自
動
車
を
利
用
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

を
一
部
助
成
す
る
制
度
で
す
（
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人
、
入
院
中
の
人
は
除
く
）。
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◇ 有料広告を募集しています ◇　　申込方法などの詳細は、町ホームページをご覧ください。
　①広報紙「ほっとみたけ」　　②御嵩町ホームページ（バナー広告）　　③ふれあいバス

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
た
人
た
ち
が
税
関
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
が
、
今
な
お
、
引
き
取
り
手
が
な
い
も
の

が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
、
本
人
や
ご

家
族
で
も
構
い
ま
せ
ん
。心
当
た
り
の
人
は
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
】

◎�

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
ら

れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

◎�

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治
会
な

ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

※�
通
貨 

… 

旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍

票
な
ど

※�

証
券
な
ど 

… 

支
那
事
変
割
引
国
庫
債

券
、
大
東
亜
戦
争
割
引
国
庫
債
券
な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
：
財
務
省
名
古
屋
税
関

　

監
視
部
監
視
通
関
部
門

　

☎ 

０
５
２
‐
６
５
４
‐
４
０
６
０

◆�

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

　
　
　

弔
慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）

　
　
　

～
申
請
は
お
済
で
す
か
？
～

　

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
弔
意
の
意
を
表
す

る
た
め
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

対
象
：
平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
人
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

広　

告

●�

対
象
：
じ
ん
臓
機
能
障
害
1
級
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
ち
、
御
嵩
町
に
在
住
の
人

●�
助
成
額
：
月
額　

１
、０
０
０
円

■�

問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

担
当
：
山や

ま
だ田

（
内
線 

２
１
２
２
）

◆�

各
務
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
利
用

　

各
務
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
施
設

が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
使
用
で
き
る
施
設

　

◆
野
球
場
（
１
面
）

　

◆
サ
ッ
カ
ー
場
（
１
面
）

　

◆
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
２
面
）

　

◆
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
場
（
11
サ
イ
ト
）

　

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
２
面
）

　

※
施
設
利
用
窓
口
で
予
約
が
必
要
で
す
。

●�

受
付
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
土
日
祝
祭
日
、
年
末
年
始
除
く
）

　

※�

利
用
料
金
は
無
料
で
す
（
ナ
イ
タ
ー
用

照
明
は
有
料
）。

　

※�

予
約
は
翌
月
末
分
ま
で
可
能
で
す
が
、

毎
月
初
め
の
平
日
午
前
9
時
か
ら
セ
ン

タ
ー
に
て
一
斉
受
付
（
抽
選
有
）
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

問
い
合
わ
せ
：
各
務
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
内

（
公
財
）
岐
阜
県
浄
水
事
業
公
社

　
（
各
務
原
市
前
渡
西
町
１
５
２
１
）

　

☎ 

０
５
８
‐
３
８
６
‐
８
３
７
２

　

�http://w
w
w
.gifu-jyousuikousha.or.jp/

◆�

終
戦
当
時
、
引
揚
者
か
ら
お
預
か
り

し
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
返
還

情 報 ガ イ ド
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●�

日
時
：
9
月
14
日
（
木
）

　

午
前
9
時
～
午
前
9
時
30
分
（
受
付
）

●�

場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

※�

11
月
19
日
（
日
）
に
可
児
市
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー（
ア
ー
ラ
）で
表
彰
式
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
神か

ん
だ田

（
内
線
２
１
９
２
）

催
　
し

◆
平
和
の
祈き
が
ん願

祭さ
い

　

８
月
15
日
の
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
に
合
わ
せ
て
、
先
祖
の
慰い

れ
い霊

と
永
遠
の
平
和
を
願
う
「
平
和
の
祈
願
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
8
月
15
日
（
火
）　

正
午
～

　

※
雨
天
決
行

●�

場
所
：
平
和
の
聖
母
マ
リ
ア
像

　
（
謡
坂
地
内
）

■�

問
い
合
わ
せ
：
御
嵩
町
観
光
協
会
事
務
局

（
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
内
）

　

担
当
：
北き

た
だ田

（
内
線 

２
２
３
５
）

◆
御
嵩
町
「
教
育
の
集
い
」

　

教
育
委
員
会
で
は
、
御
嵩
町
の
教
育
を
広

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め「
教
育
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●�

日
時
：
8
月
23
日
（
水
）

　

午
前
9
時
～
午
前
11
時
40
分

●�

場
所
：
役
場
北
庁
舎
3
階
大
会
議
室

広　

告

※財源確保などのために、有料広告を掲載しています。内容に関するお問い合わせは、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。
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位
の
ご
遺
族
1
人
に
支
給
し
ま
す
。

◎
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
・
・
・

　

１
、�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

　

２
、
戦
没
者
等
の
子

　

３
、�

戦
没
者
等
の
①
父
母 

②
孫 

③
祖
父

母 

④
兄
弟
姉
妹

　

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ

り
ま
す
。

　

４
、�１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

●�

支
給
内
容
：
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

●
請
求
期
限
：
平
成
30
年
4
月
2
日
ま
で

※�

請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
権
利
が
無
く
な
り

ま
す
。
お
早
め
に
請
求
く
だ
さ
い
。

※�

申
請
か
ら
裁
定
ま
で
目
安
と
し
て
半
年
か

ら
１
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■�

請
求
先
／
問
い
合
わ
せ
：
福
祉
課
社
会
福

祉
係 

担
当
：
平ひ

ら
お
か岡
（
内
線 

２
１
２
１
）

◆
８は
ち
ま
る
に
い
ま
る

０
２
０
良
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
検
診

　

町
で
は
、
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
の

歯
を
保
て
る
よ
う
、「
８
０
２
０
運
動
の
推

進
」
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
人
は

ぜ
ひ
検
診
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
：
昭
和
12
年
8
月
31
日
以
前
生
ま
れ

で
、
20
本
以
上
自
分
の
歯
の
あ
る
人
（
介

護
保
険
等
の
利
用
の
な
い
人
）
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◎�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
障
が
い
者
と
し
て
、

仕
事
探
し
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

ま
た
は
予
定
し
て
い
る
人

　

◎�

来
春
、
学
校
を
卒
業
予
定
の
人
で
就
職

を
希
望
さ
れ
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
人
ま
た
は
取
得
予
定
の
人

●
参
加
費
：
無
料

●�

参
加
企
業
：
中
濃
地
域
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

関
・
美
濃
加
茂
・
岐
阜
八
幡
・
多
治
見
の

管
轄
地
域
）
に
あ
る
企
業
28
社
（
予
定
）

●�

申
込
方
法
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
３
３
８
４

◆
公
正
採
用
選
考
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
啓
発
研
修
会

　

企
業
等
の
採
用
活
動
に
お
い
て
、
応
募
者

の
適
性
と
能
力
に
基
づ
く
公
正
な
採
用
選
考

が
行
わ
れ
る
よ
う
、研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
・
場
所
：

◎
多
治
見
会
場　

8
月
24
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ 

国
際
会
議
場

◎
美
濃
加
茂
会
場　

8
月
29
日
（
火
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
4
時

　

み
の
か
も
文
化
の
森　

緑
の
ホ
ー
ル

●
参
加
費
：
無
料

●�

申
込
方
法
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見
に
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広　

告

●�

内
容
：
御
嵩
町
の
教
育
に
つ
い
て
・
教
育

委
員
会
表
彰
・
中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
・

教
育
講
演
会 

な
ど

■�

問
い
合
わ
せ
：
教
育
委
員
会
教
育
セ
ン

タ
ー　

担
当
：
梅う

め
だ田

（
内
線 

２
２
７
１
）

◆
み
た
け
ロ
ボ
ッ
ト
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
観
覧
の
ご
案
内

　

小
中
学
生
を
対
象
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

立
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
操
作
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

東
濃
高
校
ロ
ボ
コ
ン
部
員
は
、
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
作
品
が
で

き
て
動
い
て
い
く
よ
う
す
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
日
時
：
８
月
17
日
（
木
）・
18
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所
：
東
濃
高
校
ガ
イ
ダ
ン
ス
室

■�

問
い
合
わ
せ
：
企
画
課
企
画
調
整
係

　
（
内
線 

２
２
２
７
）

　

東
濃
高
等
学
校　

☎
６
７
‐
２
１
３
６

◆
障
が
い
者
就
職
合
同
面
接
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、「
中
濃
地
域
障
が

い
者
就
職
合
同
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治

見
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
：
9
月
27
日
（
水
）

　

午
後
0
時
45
分
～
午
後
4
時
30
分

●�

場
所
：
わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ 

多
目
的
ホ
ー

ル
（
関
市
若
草
通
2
‐
1
）

●
対
象
：
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■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
多
治
見

　

☎ 

０
５
７
２
‐
２
２
‐
３
３
８
４

講
　
座

◆�

わ
く
わ
く
体
験
館　

講
座

　

1
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
基
礎
講
座
Ⅲ
」

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
技
法
で
、
時
計
ま
た

は
鏡
を
作
り
ま
す
。

●�

開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

●
時
間
：
①
③
午
前
9
時
～
正
午

　
　
　
　

②
午
後
1
時
～
4
時

●�

定
員
：
各
コ
ー
ス 

8
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

時
計
／
１
２
、５
０
０
円

　

鏡
／
１
０
、５
０
０
円

　

2
「
と
ん
ぼ
玉
基
礎
講
座
Ⅱ
」

　

花
模
様
の
ト
ン
ボ
玉
を
制
作

す
る
た
め
の
基
本
技
術
が
習
得

で
き
ま
す
。

●�

開
催
日
：
4
回
コ
ー
ス

●
時
間
：
午
前
9
時
～
正
午

●�

定
員
：
①
8
名
（
抽
選
）
②
４
名
（
抽
選
）

●�

受
講
料
：
4
回
分
、
材
料
費
・
税
込
み

　

１
０
、０
０
０
円

　

1
・
2
共
通

●��
場
所
：
わ
く
わ
く
体
験
館

　
（
可
児
市
塩
河
１
０
７
１
‐
４
）

●�

対
象
：
一
般
成
人

●�

申
込
方
法
：
わ
く
わ
く
体
験
館
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●��

申
込
期
限
：
8
月
20
日
（
日
）

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
わ
く
わ
く
体
験

館　

☎ 

６
５
‐
１
５
１
５

◆
屋
外
広
告
物
講
習
会

　

岐
阜
県
、
お
よ
び
岐
阜
市
で
は
、
屋
外
広

告
の
表
示
や
設
置
に
関
し
て
、
必
要
な
知
識

を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
：
9
月
13
日
（
水
）

　

�

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時
（
受
付
午
前

9
時
～
）

�

●�

場
所
：
岐
阜
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

情 報 ガ イ ド

（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
階
大
研
修
室
）

●�

対
象
：
屋
外
広
告
業
務
に
従
事
し
て
い

る
、
ま
た
は
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

●�

定
員
：
１
０
０
名
（
先
着
順
）

●�

受
講
料
：
３
、０
０
０
円

●�

申
込
方
法
：
岐
阜
県
都
市
政
策
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
講
申
請
書
を
入

手
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●�

申
込
期
限
：
8
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
当
日
消
印
有
効
）

※�

使
用
テ
キ
ス
ト
「
屋
外
広
告
の
知
識
」（
第

4
次
改
訂
版
）
は
有
料
、
当
日
会
場
で
販

売
し
ま
す
。

■�

申
込
先
／
問
い
合
わ
せ
：
岐
阜
県

　

都
市
建
築
部
都
市
政
策
課

　

☎ 

０
５
８
‐
２
７
２
︲
８
６
４
８

募
　
集

◆
可
児
・
御
嵩　

発
明
く
ふ
う
展

　

岐
阜
県
発
明
協
会
可
児
支
会
で
は
、
今
年

も
す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
発
明
考
案
品
の

募
集
を
し
て
、「
第
35
回 

可
児･

御
嵩 

発

明
く
ふ
う
展
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
日
時
：
9
月
2
日
（
土
）
／
3
日
（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

　

※
3
日
（
日
）
は
午
後
4
時
ま
で

●�

場
所
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

海で安全に楽しく遊ぶためのお願い
○子どもからは絶対に目を離さないでください！
○ボートに乗るとき、防波堤で魚釣りをするときは
　大人も子どももライフジャケットを着用しましょう！
○風が強い日や海が荒れているときは、海に近付かない！
○連絡手段の確保！
　防水パック等に入れた携帯電話を持ちましょう！
○海の事故は１１８番に電話速報！

◆問合わせ先：名古屋海上保安部
　052－ 661 － 1615

①��

水
曜
午
前

　

コ
ー
ス

9/6
・

9/13
・

9/20
・

9/27

②���

日
曜
午
前

　

コ
ー
ス

9/10
・

9/24
・

10/1
・

10/8

①��

木
曜
午
前

　

コ
ー
ス

9/7
・

9/14
・

9/28
・

10/5

②
金
曜
午
後

　

コ
ー
ス

9/8
・

9/15
・

9/29
・

10/6

③���

土
曜
午
前

　

コ
ー
ス

9/9
・

9/16
・

9/30
・

10/7

27 ほっと みたけ　2017.8
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災害のときも安心ラジオ『ＦＭらら』周波数 76.8MHz
～これからも御嵩ミーモスタジオから～

◆地域のみなさんに支えられて開局 5 周年
　平成 22年に岐阜県中濃地区を襲った「7.15 豪雨災害」。
　その教訓を踏まえ、ＦＭららは可児市・美濃加茂市・御嵩町
とその周辺地域を放送エリアに、地域に特化した “いざという
時の情報発信基地”として、平成24年7月24日に誕生しました。
　翌年7月には、「御嵩ミーモスタジオ」を開設。御嵩町の情報を、
御嵩町から発信しています。

◆御嵩ミーモスタジオから生放送しています！
　毎週火曜日 朝 8時～ 10時「モーニングライン火曜日」
　※午前 8時 20分～ 8時 40分「よってりゃあ みたけ情報局」（御嵩町提供）
　◎パーソナリティ：徳田光恵（とくだちゃん）、笹谷祐実子（ゆみねえ）
　◎場所：御嵩町御嵩 1437-1 履物なかや店舗内
　電波の届かない地域、お出かけ先は…
★★ ＦＭらら無料アプリをご活用ください ★★
　スマートフォン、タブレットで簡単に放送を聴くことができます。防犯情報や緊急
情報の文字配信もしています。　　　　　　　　  アプリダウンロードはこちらから→

♪メッセージ・リクエストは…
　rara@fm768.jp　　FAX　0574-50-2882
郵便　〒 509-0294　FM らら  ※郵便番号だけで届きます

■��問い合わせ：
　企画課秘書広報係　担当：土

つちや

谷（内線 2200）
　／FMらら　☎ 50-2080

●
募
集
人
数
：
20
名
（
先
着
順
）

●�

対
象
：
特
定
健
診
・
プ
レ
健
診
対
象
者
ま

た
は
65
歳
未
満
の
町
民

●�

申
込
方
法
：
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

　

担
当
：
水み

ず
の野
（
内
線 

２
１
９
３
）

◆
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
に
つ
い
て

　

御
嵩
町
防
災
訓
練
の
日
に
お
こ
な
う
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
訓
練
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
時
：
9
月
3
日
（
日
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
前
10
時
30
分
頃

●
場
所
：
向
陽
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
募
集
人
数
：
10
名
（
先
着
順
）

●�

対
象
：
御
嵩
町
在
住
で
犬
ま
た
は
猫
を

飼
っ
て
い
る
人

　

※�

犬
に
つ
い
て
は
、
事
故
防
止
の
た
め
、

平
成
29
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
接
種
済

の
犬
に
限
り
ま
す
。

●�

申
込
期
限
：
8
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

●�

内
容
：
①
避
難
所
で
の
飼
い
主
の
責
任
と

ト
ラ
ブ
ル
防
止
方
法
を
学
ぶ

　

②
講
師
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
避
難
訓
練
体
験

　

③
犬
・
猫
の
正
し
い
飼
い
方
Ｑ
＆
Ａ

●�

申
込
方
法
：
住
民
環
境
課　

環
境
整
備
係

ま
で
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
：
住
民
環
境
課　

環
境
整
備

係　

担
当
：
三み

の野
（
内
線 

２
１
２
５
）

　
（
可
児
市
今
渡
６
８
２
‐
１
）

【
募
集
部
門
】

　

①
：
一
般
の
部

　

②
：
児
童
・
生
徒
の
く
ふ
う
の
部

　

③
：
児
童
・
生
徒
の
絵
画
の
部

　

④
：
事
業
所
の
部

【
応
募
に
つ
い
て
】

　

応
募
作
品
は
、
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ

で
製
作
し
た
も
の
（
設
計
図
面
の
み
の
作
品

は
無
効
）。
児
童
・
生
徒
の
く
ふ
う
の
部
及
び

絵
画
の
部
は
、
小
・
中
学
校
を
通
し
て
の
応

募
（
高
校
生
を
除
く
）
と
な
り
ま
す
。
申
込

書
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●�

申
込
書
の
提
出
先
：
ま
ち
づ
く
り
課

●�

申
込
書
の
提
出
期
限
：

　

8
月
29
日
（
火
）　

午
後
5
時
ま
で

【
作
品
の
搬
入
日
時
／
搬
入
先
】

◎�

8
月
30
日
（
水
）
午
後
3
時
～
午
後
5
時

◎
8
月
31
日
（
木
）
午
前
9
時
～
午
前
11
時

　

※
ど
ち
ら
か
で
搬
入
く
だ
さ
い

●�

搬
入
先
：
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

■�

問
い
合
わ
せ
：
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
係

　

担
当
：
梅う

め
む
ら村
（
内
線 

２
２
２
８
）

◆
運
動
教
室　

エ
ア
ロ
ビ

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

ま
せ
ん
か
。

●
日
時
：
9
月
20
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時

●
場
所
：
保
健
セ
ン
タ
ー

28



� 保健センターだより � ■問い合わせ：保健センター
☎ 67-2111　ＦＡＸ 67-2118

★成人保健
行事名 日にち／開催時間 対象／申込方法など 開催場所

いきいき健康相談 毎週月曜日（祝日を除く）
　　／13：00～ 16：30 町内に在住している人

保健センター
精神保健福祉相談
＜予約制＞

9月 4日（月）
　　／13：30～ 15：30

★�相談日の午前中までに保健センターへ申し込み
ください。　＜定員：3名＞

※不明な点は、保健センターに問い合わせください。
※ 4種混合は、平成 29 年４月から医療機関でおこなう個別接種となりました。

★予防接種　
予防接種名 日にち／開催場所／受付時間 対 象 申込方法

不活化ポリオ ◎�接種を希望される人は、保健センターへ問い合わせください。

麻しん風しん
混合 1 期

9月 11日（月）
　／たはら心臓血管クリニック
　／ 13：30～ 14：00

◎ 2歳未満で 1期未接種
◎平成 28年 8月生まれ
＜予約制：定員 10名＞

★ ��8 月 28 日（月）～ 9 月 1 日（金）
に保健センターへ申し込みください。

　 受付時間：8：30～ 17：15

水痘
（みずぼうそう）

9月 7日（木）
　／桃井病院
　／14：00～ 15：00

◎ 1歳から 3歳未満で未接種
＜予約制：定員 15名＞

★ ��8 月 28 日（月）～ 9 月 1 日（金）
に保健センターへ申し込みください。

　 受付時間：8：30～ 17：15

BCG 9月 5日（火）／保健センター
　　／13：00～ 13：20�

◎平成 29年 2月生まれ
◎ 1歳未満で未接種 申込不要（直接、会場へお出かけください）

★�予約・申し込みが必要な行事などについては、定員になり次第、受付を終了させていただきます。

★母子保健
行事名 日にち／受付・開催時間 対 象 開催場所

母子健康手帳の交付 毎週金曜日（祝日を除く）
 　　　13：00～ 16：30 妊婦

保健センター

育児相談 9月 22日（金）／ 受付 9：30～ 11：00 0 歳～就学前まで

赤ちゃんサークル
＜予約制＞

9月 13日（水）／ 受付 9：15～ 9：40
◎申込期限：9月 6日（水）まで 平成 29年 5月・6月生まれ

パクパク相談 9月   5 日（火）／ 受付 14：00～ 14：15 平成 29年 2月生まれ

10か月児相談 9月   8 日（金）／ 受付   9：15 ～  9：45 平成 28年 10月生まれ

1歳 6か月児健診 9月 14日（木）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 28年 1月・2月生まれ

2歳児歯科健診 9月   6 日（水）／ 受付 13：15～ 13：30 平成 27年 7月・8月生まれ
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8 月の休館日
《毎週月曜日　毎月第 3火曜日》

《毎月最終金曜日》

  7 日（月）、14 日（月）～ 16 日（水）、
21 日（月）、25 日（金）、28 日（月）
※ 8 月 11 日（金・祝）は開館します。
※ �8 月 14 日（月）～ 16 日（水）は資料

燻蒸のため休館します。

　①「君に届け」
◦日時：8 月 5日（土）
　午前 10時〜午後 0時 15分
◦場所：1 階 研修室
　②「怪談 参 学校怪談」
◦日時：8 月 5日（土）
　午後 2時〜午後 3時
◦場所：1 階 研修室

◆ キッズシアター
　「�うっかりペネロペ　大好き！
　　　タータ、フィーフィ編」
◦日時：8 月 19日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分
◦場所：1 階 研修室

◆ おとなのシネマシアター
　「死にゆく妻との旅路」
◦日時：8 月 20日（日）
　午後 2時〜午後 3時 55分
◦場所：1 階 研修室

◆ わくわくたいむ（読み聞かせ）
　�絵本や紙芝居の読み聞かせです。
　8月は夏の本を紹介します。
◦�日時：8 月 12日（土）・26日（土）
　午後 2時〜午後 2時 30分
◦場所：おはなしのへや
※ 8月 5日（土）はお休みです。

◆研修室を開放します！
　8月27日（日）までの夏休み期間、
学習のために研修室を開放します。
※�使用できない日もあります。研修室開放カ
レンダーや電話などでご確認ください。

◆ 中山道みたけ館ミニ展示
 「夏休み ‼ 自由工作展」
　～環境モデル都市として～
◦��期間：8月24日（木）まで
◦�場所：1 階 エントランスホール

◆ よってりゃあみたけ協賛
　 ヤングシアター

◆ えほんのひろば
　（0 歳～ 3 歳児向け）
◦�８月はお休みです。

◆ 郷土館　資料紹介展
　「絵双六にみる流行と文化」　
◦�期間：9 月 3日（日）まで
◦場所：2階特別展示室
※詳しくは 18ページをご覧ください。

◆ 竹屋資料館　ミニ展示
　「水墨画展」　
　みたけ墨林会のみなさんの作品
を展示します。
◦�期間：8 月 22日（火）
　　　 　～ 9月 2日（土）まで
◦場所：商家竹屋　主屋
◦協力：みたけ墨林会

★ ★　8 月の予定　★ ★

火〜金：午前 10 時〜午後 6 時

：午前 9 時〜午後 5 時土・日
祝 日

（図書館・郷土館・竹屋資料館）

中山道みたけ館�☎（0574）67-7500
　御嵩町御嵩 1389 番地 1
竹屋資料館� ☎（0574）67-5704
　御嵩町御嵩 1406 番地

中 山 道
み た け 館
開
館
時
間

　

※� 平成 29年度前期組：H28年 10月～H29年 3月生まれのお子さんとその保護者（いつでも途中入級できます！）
　 平成 29年度後期組：H29年 4月～ 9月生まれのお子さんとその保護者 10 月開級 現在新規学級生募集中！
　乳幼児期家庭教育学級の申し込みは随時受け付けています。入級を希望される人は、下記までお問い合わせく
ださい。(申込書は、各公民館、各児童館、子育て支援センターぽっぽかんにもあります )
　■申込先／問い合わせ：生涯学習課生涯学習係　担当：高

たかや

屋（内線 2267）　�:aiai@town.mitake.lg.jp

☆★☆★☆★ 乳幼児期家庭教育学級だより ☆★☆★☆★
教育委員会では、乳幼児期の保護者のみなさんを対象に、子育てについての学びと仲間作りを目的とした『乳幼
児期家庭教育学級』を開催しています。８月はすべての学級はお休みです。９月からの参加をお待ちしています。
＜学級の紹介＞
0 歳児学級【あいあい】ってなぁに？・・・お母さんの子育ての不安を少しでも軽くし、お子さんと共に過ごす
　�時間を楽しみながら、仲間と一緒に学ぶ「家庭教育学級」のはじめの一歩です！であい・ふれあい・まなびあ
いの 3つの愛を大切にしています。

お母さん向けの読み聞かせ
「うまれてきてくれてありがとう」

親子でリトミック
「スカーフでふれあい遊び」

ぜひ、子育ての「はじめの一歩」を一緒
に踏み出してみませんか？お会いできる
ことを楽しみにしています。

ベビーヨガ・保育園、幼稚園、ぽっぽ
かん、中山道みたけ館（図書館）の見学・
親子でふれあいあそび・リトミック・
子育て交流会など、皆さんで楽しく学
べる場を用意してお待ちしています。
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＜中児童館＞
★閉館日：8 日（火）・11 日（金）～ 15 日（火）

4 日（金）プチプチ水時計作り
� 午後 1時 30分～

18日（金）夏休みお楽しみ会
� 午前 10時～午後 3時

25日（金）ピザ風パン作り
　午後 1時 30分～

申

参

申

参… 申込必要 … 参加費必要

    指定管理者：一般社団法人みたけスポーツ文化倶楽部
　中児童館    ☎ 67-0400　　御嵩町中 1960-3
　伏見児童館 ☎ 67-3625   　御嵩町伏見 1311-1
   休館日：日曜日、祝日、年末年始
   開館時間：午前 9 時～午後 5 時

★★ 8 月の予定★★

 み
んなの笑顔が集う場所

小

参

… 小学生以上

館童児
あなたの

子育てのお手伝いをします
子育て支援センター

休館日：土曜・日曜日、祝日、年末年始
         開館時間：午前 9 時～午後 5 時
　　　☎ 67-5221　御嵩町顔戸 1176 番地 2

ぽっぽかん

申

参

申

参小

参

☆ぽっぽかんは・・・
　主に就園前のお子さんとその保護者を対象に、行事
や教室を通して子育てのお手伝いをします。
　育児相談も受け付けています。

★“親子教室”のご案内（随時会員受付中！）　
　平成29 年度の親子教室の申し込み受付中。ぽっぽか
んへお申込みください。※町内在籍親子対象
　　

★“プールあそび”
　開催日：8月 2日（水）・4日（金）・7日（月）・9日（水）
　　8月 21日（月）・23日（水）
　時間：午前 9時 30分～午前 11時
　＊午前 10時 45分までに受付して下さい。
　持ち物：プール用紙おむつ、タオル、ビニール袋

★“せいさく広場”親子で一緒に簡単な工作を楽しもう
　8月はお休みです。次回は 9月 20日・27日です。

★“おおきくなーれ”
　身長・体重の計測です。成長の記録にご利用ください。
　◆日時：8 月 17日（木）・18日（金）
　午前 9時 30分～午前 11時 20分

★“誕生日会”　8 月生まれのみなさん、集合しよう！
　月に一度、その月の誕生児をみんなでお祝いします。
　お子さんの誕生月に是非ご参加ください。
　◆日時：8 月 31日（木）　
　　午前 11時 30分～（受付は 11時まで）

★“みみちゃんタイム”（絵本の読み聞かせ）
　支援室では毎日絵本の読み聞かせをしています。
　◆時間：午前 11時 30分～
　※�絵本も毎日貸出中 !!　職員に声をおかけください。

★“あそびの広場”（8月の予定）
　�申し込み受付中！参加する保育園を決めて、各保育
園かぽっぽかんへお申込みください。
　上之郷保育園 24 日（木）／御嵩保育園 24日（木）
　 中保育園 　   2 日（水）／伏見保育園 10日（木）

★“出前保育”をおこないます！
　みんなで遊んで楽しみながら、交流を深めましょう。
　◆日時：8 月 10日（木）午前 10時～午前 11時 30分
　◆�場所：上之郷保育園内子育てサロン（持ち物：水筒・水着）

◎りんごコース
　平成 26 年 4 月 2 日～
　27 年 4 月 1 日生まれ
◎ 9月 8日（金）：コーナー遊び
◎ 9月 22日（金）：保育園長の話

◎さくらんぼコース
　平成 27 年 4 月 2 日～
　28 年 4 月 1 日生まれ
◎ 9月 11 日（月）：コーナー遊び
◎ 9月 25日（月）：保育園長の話

（持ち物：シールノート・お茶、大判のハンカチ、タオルなど）

＜中・伏見児童館合同行事＞
8 月 8日（火）夏休みお楽しみ　劇場
◎演目：「花さかじいさん　ほか」（人形劇団 ぽけっと）
◎開演：午後 1時 30分～（開場は午後 1時 15分）
◎場所：中公民館 3 階大ホール
★�チケット（3歳以上、200 円）は、各児童館で
販売しています。

★�上之郷公民館、伏見公民館から送迎バスが出ます。
（※バス利用をご希望の人は予約してください）

申

参

申

参

申

参

申

参小

参 申

参

申

参小

参

＜伏見児童館＞（伏見にこにこ館内）
★閉館日：8 日（火）・11 日（金）～ 15 日（火）

1 日（火）とべとべまとあて作り
� 午後 1時 30分～
4日（金）ぷくぷくペットボトル作り
� 午後 1時 30分～
17日（木）夏のお楽しみ会
� 午前 10時 30分～午後 3時 30分
　※ 17日は行事参加者のみの開館
22日（火）ジェットコースター作り
� 午後 1時 30分～
25日（金）バランスゲーム作り
� 午後 1時 30分～

小

参
申

参

申

参小

参
申

参

申

参小

参 申

参

申

参小

参
申

参

申

参小

参

申

参
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＜ 平成 29 年 6 月受付分（敬称略）＞

お悔やみ
　申し上げます

お誕生
　　おめでとう

出生児名 自治会名 保護者名

三
み し ま

嶋 莉
り お

央（南 町）伸 弥
理 絵

鍵
かぎむら

村 豊
ほうすけ

助（共 和 台）甲 一
美恵子

松
ま つ い

井 瑠
る き

樹（本 郷）義 樹
縁

山
やまもと

本 宇
う み

美（新 町）陽 平
あかね

竹
たけうち

内 結
ゆ り

梨（本 郷）裕 貴
徐 怡 潔

戸籍の窓から

　死亡者名	        死亡年齢       自治会名              喪主名

鈴木政子  96 歳（北 切）鈴木幸治

渡辺吉和  83 歳（上 町）渡辺京子

杉田ふき 103 歳（北 屋 敷）村井盛行

後藤美代子  69 歳（本 郷）後藤森三

長谷川せきゑ 111 歳（東 町）長谷川秋夫

纐纈澄子  89 歳（顔 戸 北）纐纈梅雄

可兒八重  94 歳（送 木）可兒完治

佐藤正博  79 歳（長 岡）佐藤八千代

　この欄は、町に戸籍の届出を
され、掲載を希望された人のお
名前を紹介しています。

■�問い合わせ：住民環境課ふれあい住民係　担当：石
いしい

井（内線 2105）

ご結婚
　　おめでとう

（
（

　  人の動き（2017.7.1 現在）
　                （ ）は前月比
　　 人口　18,535 人（－ 14）
　　　 男　 9,220 人（－ 8）
　　　 女　 9,315 人（－ 26）
　　世帯   7,263 世帯（＋   9）
　　出生   4 人    死亡   14 人
　　転入 40 人    転出 44 人

婚姻者名　　　 自治会名

石井雅大 （多治見市）
渡邊早紀 （多治見市）
後藤信孝 （長 瀬）
岩見莉沙 （長 瀬）
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年
以
上
の
時
間
を
要
し
た
も
の
の
、
今
日
の

地
下
充
填
事
業
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

　

今
の
時
代
、
口
を
あ
け
て
い
れ
ば
国
や
県

が
、
財
源
や
事
業
で
腹
を
満
た
し
て
は
く
れ

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
考
え
動
く
の
で
す
。
話

す
相
手
も
制
度
を
作
る
の
も
“
人
”。
情
熱
を

も
っ
て
説
得
す
る
。
そ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
素
直
に
考
え
れ
ば
特
区
制
度
で
の

実
現
に
夢
や
切
実
さ
を
感
じ
る
の
は
、
京
都

よ
り
今
治
で
す
。
東
京
一
極
集
中
や
都
市
部

偏
在
が
問
題
と
な
る
な
か
、
地
方
が
危
機
感

を
抱
く
の
は
当
然
で
す
。

　

東
京
や
大
都
市
に
千
人
の
大
学
が
で
き
て

何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
。
都
市
圏
の
円
の

な
か
に
す
っ
ぽ
り
と
埋
も
れ
る
だ
け
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
今
治
市
に
千
人
の
学
生
が
集

ま
れ
ば
“
街
”
は
一
変
す
る
で
し
ょ
う
。
学

生
や
、
教
育
者
の
住
居
。
そ
の
人
た
ち
の
消

費
。
学
校
事
務
関
係
や
維
持
の
た
め
の
地
元

雇
用
。
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
等
、
飲
食
店
の

利
用
、
ア
ル
バ
イ
ト
。
少
し
想
像
し
た
だ
け

で
数
千
人
が
関
わ
る
こ
と
が
容
易
に
わ
か
り

ま
す
。

　

大
学
誘
致
は
“
ま
ち
”
の
活
性
化
策
の
理

想
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
ら
特
区
制

度
の
精
神
を
満
た
す
計
画
で
あ
る
こ
と
が
、

私
が
今
治
を
支
持
す
る
理
由
で
す
。

　

東
京
に
生
活
の
ベ
ー
ス
を
置
く
国
会
議
員

に
は
、
地
方
の
危
機
感
、
情
熱
、
努
力
が
見

え
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。
政
局
で
は
な
く
、
政
策
で
論
じ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

 

（
御
嵩
町
長　

渡
邊
公
夫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
月
18
日
執
筆

政
権
下
で
の
特
区
制
度
を
利
用
し
、
亜
炭
廃

坑
対
策
が
で
き
な
い
か
を
テ
ー
マ
に
研
究
を

し
ま
し
た
。

　

現
在
存
在
す
る
亜
炭
鉱
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
特
区
制
度
を
利
用
し
亜
炭
廃
坑
対
策
が

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
結
果
は
特
区
で
の
対
策
に
進
む
こ
と

な
く
、
マ
ッ
プ
の
み
が
残
っ
た
と
い
う
の
が

事
実
で
す
。
皮
肉
な
も
の
で
、
そ
れ
以
降
邪

魔
者
扱
い
を
受
け
て
き
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
す
が
、
現
在
の
地
下
充
填
事
業
の
御
嵩
で

の
実
施
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
姿
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
愛
媛
県
及
び
今
治
市
に
大
き
な
拍

手
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
首
長
は
多
い
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
私
が
違
和
感
を
持
っ
た
の
は
、
国

会
で
は
こ
の
１
、
2
年
の
手
続
き
し
か
論
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
特
区
制
度
で
の
大
学

誘
致
が
そ
の
よ
う
な
短
期
間
で
で
き
る
は

ず
は
な
い
か
ら
で
す
。
私
な
り
に
調
べ
て
み

る
と
、
今
治
市
が
土
地
の
無
償
譲
渡
を
決
定

し
て
か
ら
す
で
に
20
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
ま

す
。
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
学
校
法
人
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
か
ら
で
も
10
年
余
り

が
経
過
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
に
し
て
も
、
今
治
市
に
し
て
も
、
確

実
で
堅
実
な
学
校
運
営
を
し
、
多
く
の
専
門

家
を
世
に
送
り
出
し
て
く
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
学
校
法
人
は
ど

こ
で
も
良
か
っ
た
と
推
察
し
ま
す
。
前
愛
媛

県
知
事
の
説
明
で
は
、
時
間
は
要
し
た
も
の

の
、
全
国
で
一
校
の
み
が
応
じ
て
く
れ
た
と

の
こ
と
で
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
労
苦
に
は

お
見
舞
い

�

こ
の
度
、
九
州
豪
雨
及
び
山
陰
で
の
豪
雨

可
茂
地
域
の
水
害
で

被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
被
害
が
重
な
ら
ぬ
よ
う

お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

�

そ
れ
ぞ
れ
の
“
ま
ち
”
や
“
地
域
”
に

平
穏
が
訪
れ

�

一
日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻
さ
れ
ん
こ
と

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
月
の
こ
の
稿
（
6
月
14
日
執
筆
）
で
身

勝
手
な
願
い
と
し
て
、
本
年
の
雨
も
適
度
な

量
で
田
畑
や
山
林
を
潤
し
て
ほ
し
い
と
書
い

た
も
の
の
、
改
め
て
自
然
の
猛
威
を
目
の
当

た
り
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
天
災
は
忘
れ
る

間
も
な
く
や
っ
て
く
る
時
代
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
私
も
万
が
一
の
事
案
が
発
生
し

た
と
き
、
空
振
り
を
恐
れ
ず
、
適
確
に
勧
告

や
指
示
を
出
せ
る
よ
う
決
断
し
た
い
と
、
意

を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

特
区

　

国
家
戦
略
特
区
に
つ
い
て
、
誤
解
を
恐
れ

ず
、
こ
の
稿
で
書
き
た
い
と
、
こ
の
数
か
月

間
思
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
特
区
制

度
を
視
野
に
入
れ
て
研
究
し
た
者
の
一
人

と
し
て
、
ま
た
、
現
在
地
方
自
治
体
の
首
長

と
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
者
と
し
て
、
角
度

を
変
え
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
町
民
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
し
、
お
知
ら
せ
す
る
ほ
ど
現
実
的
で
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
柳
川
町
政
時
代
、
小
泉

町 長 月 記

頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
こ
の
一
、二
年
に

つ
い
て
し
か
論
じ
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の

地
方
の
努
力
を
全
く
無
視
し
て
い
る
と
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
土
地
の
無
償

譲じ
ょ
う
と渡
に
つ
い
て
も
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
大
学
の
誘
致
に
は
当
た
り
前
の
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
他
に
も
例
は

多
く
あ
り
ま
す
。
三
重
県
が
あ
の
シ
ャ
ー
プ

の
工
場
を
誘
致
す
る
際
に
亀
山
の
工
場
用
地

を
無
償
で
提
供
し
た
こ
と
は
大
き
な
話
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

御
嵩
町
で
も
同
様
に
、
柳
川
町
政
誕
生
と

ほ
ぼ
同
時
進
行
で
、
喫き

っ
き
ん緊

の
課
題
で
あ
っ
た

老
人
福
祉
施
設
誘
致
の
た
め
、
土
地
の
無
償

貸
与
を
条
件
に
井
尻
の
施
設
を
実
現
し
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
身
近
に
も
同
様
の
例
は
あ

る
の
で
す
。

　

岩
盤
規
制
に
つ
い
て
も
前
愛
媛
県
知
事
の

発
言
を
支
持
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
日
本
は
三

権
分
立
の
民
主
主
義
国
家
で
あ
り
、
法
治
国

家
で
す
。
立
法
府
で
成
立
し
た
法
に
基
づ
き
、

仕
事
を
す
る
の
が
行
政
府
。
い
わ
ば
省
庁
の

ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
で
あ
る
告
示
が
法
よ
り
強

固
に
守
ら
れ
る
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
令
順
守
で
は
な
い
か
ら
歪
め
ら
れ
る
の

で
す
。
御
嵩
町
の
亜
炭
廃
坑
問
題
は
、
戦
う

べ
き
岩
盤
規
制
が
あ
れ
ば
手
法
も
違
っ
た
で

し
ょ
う
が
、
制
度
自
体
が
何
も
な
い
と
こ
ろ

か
ら
の
出
発
で
、
手
ご
た
え
と
い
う
あ
い
ま

い
さ
の
な
か
で
、
研
究
と
発
想
の
連
続
で
し

た
。

　

御
嵩
町
の
営
業
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
人
脈
を
使
い
、
繋
が
ら
な
い
人
脈

は
、
つ
て
を
頼
り
、
繋
が
り
そ
う
な
人
に
お

願
い
し
、
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
50

85



ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.tow
n.m

itake.gifu.jp/
携

帯
版

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
　

http://w
w

w
.tow

n.m
itake.gifu.jp/m

obile/
電

子
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
　

m
itake

＠
tow

n.m
itake.lg.jp

表 

紙  
   　

        

　

5
月
の
晴
れ
た
日
、「
舳へ

ご
や
ま

五
山
茶

園
」
で
上
之
郷
中
学
校
全
生
徒
と
、

上
之
郷
小
学
校
６
年
生
、
地
域
の
み

な
さ
ん
な
ど
に
よ
る
茶
摘
み
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
女
子
生
徒
５
名
は
昔
の

茶
摘
み
衣
装
「
早さ
お
と
め

乙
女
」
に
身
を
包

み
、
茶
摘
み
に
精
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、「
美
味
し
い
お

茶
が
飲
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と

笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
特
集
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

広報紙“ほっとみたけ”は再生紙を使用し、地球にやさしいベジタブルインキで印刷しています。

編
集
・
発
行
／
御
嵩
町
役
場
企
画
課

秘
書
広
報
係

〒
505-0192　

岐
阜

県
可

児
郡

御
嵩

町
御

嵩
1239

番
地

1
TEL（

0574）
67-2111（

代
）　

FA
X（

0574）
67-1999

み　た　け　スマイル  キッズ 子どもの笑顔は地域のたからもの！
～未来を担

にな

うみたけキッズの笑顔～

�

Let's

【材 料】（5人分）
 人参� 50ｇ
 たまねぎ� 100ｇ
 さつまいも� 75ｇ
 ごぼう� 10ｇ
 芽ひじき� 5ｇ
 竹輪� 25ｇ

 小麦粉� 60ｇ
 卵� 15ｇ
 塩� 小さじ 1/3
 水� 20ｇ

今月の健康料理「ひじきのかき揚げ」
【作り方】
①�ひじきは、たっぷりの湯につけて戻して、
やわらかくなったら水けをきる。
②ごぼうはささがきにして、水にさらす。
　さつまいもも千切りにして水にさらす。
　そのほかの野菜は、千切りにしておく。
③竹輪は輪切りにする。
④Ｂをさっくり混ぜて、衣を作る。
⑤�Ａの具材の水けをしっかり取り、④の衣
をつけて、160 ～ 170℃の油できつね
色になるまでカリッと揚げて、できあが
り。

田中 ひなたさん（上町）2歳 
祝 2歳☆　いつも男の子と
間違えられる元気な女の子
です。

Cooking!

　給  食  セ ン タ ー 栄
 養 
士
  

※�

広
報
紙
ほ
っ
と
み
た
け
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ら

【募集】町内在住で 10 月に 1～ 5歳の
誕生日を迎えるお子さんを、みたけスマ
イルキッズに掲載しませんか？
◎掲載に必要なもの：
　�笑顔の写真（1枚）/紹介文（30文字程度）
◎�申込方法：名前、住所、電話番号、
誕生日と写真データ、文章を添え
てＥメールなどでお申し込みくだ
さい。

◎申込期限：8 月 25日（金）
■�申込先／問い合わせ：企画課
　秘書広報係 担当：山

やまだ

田（内線 2222）
　� ：kouhou@town.mitake.lg.jp
※応募多数の場合は抽選

【1 人分の栄養価】

■レシピ提供：給食センター　担当：遠
えんどう

藤　☎ 67-0238

エネルギー たんぱく質 カルシウム 鉄分 食物繊維
103kcal 2.8g 38mg 1.1mg 2.2g

か

｛Ａ

今
いまづ

津 志
しゅう

優さん（南山台東）1歳
1歳おめでとう☆
癒しの笑顔が大好きだよ !!

森
もり

 円
ま ど か

花さん（大庭台）4歳
4歳おめでとう☆
先生やお友だちと楽しい園
生活を送ってね♪

奥
おくむら

村 瑛
えいた

大さん（上恵土）1歳 
祝★ 1歳おめでとう !!
瑛くんの笑顔が大好きだよ
♥

｛Ｂ

　食物繊維やミネラルの豊富なひじ
きが入ったかきあげです。
　特にひじきには鉄分が多く含まれ
ていますので、貧血予防などに効果
があります。
　具材には旬の野菜や、余った食材
をいれて作れるのも、かきあげのい
いところです。いろいろな具材を試
してみましょう。
　長ひじきを使う場合
は、湯で戻した後
食べやすく
切っておきま
しょう。

佐
さとう

藤 龍
りょうと

土さん（次月）1歳 
美味しいものを食べたとき
は、いつもこの笑顔！いっ
ぱい食べて大きくなぁれ♥
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